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は し が き

最近の畜産経営を取り巻く環境は、昨今の輸入飼料原料価格の

上昇や畜産物価格の低迷など極めて厳しい状況におかれている。

このような中で、輸入とうもろこしに代替できる国産飼料原料

として、飼料用米が注目されてきた。しかしながら、飼料用米の

取組経験は殆どなく、その給与方法や家畜・畜産物への影響等の

知見の集積が必要との声が多く寄せられた。

このため、日本草地畜産種子協会では、今後の飼料用米の円滑

な利活用を推進するため、平成19年度より、生産現場における飼

料用米の利活用に係る地域段階での実証調査を支援してきたとこ

ろである。

平成20年度には全国49集団の取組を支援したが、当該集団の飼

料用米作付面積は我が国全体の約９割をカバーしている。

これらの集団では、それぞれの創意工夫に基づき、飼料用米の

流通・保管・調製、多様な手法・割合による家畜への給与、飼料

用米給与畜産物の特徴の把握、消費者等への普及活動に取り組ん

できた。その結果として、数多くの有意義な知見が蓄積されている。

本書は、今後、都道府県や各地域のリーダーが飼料用米の取組

を進める上での参考となるよう、このような先駆的地域からの報

告をまとめたものである。

編集に当たっては、生産現場から寄せられた内容やデータを極

力活かすこととし、また、担当者の思いを寄せていただく等、飼

料用米の取組に関する生産現場の苦労や思いをそのまま感じてい

ただけるよう努めた。

末筆ながら、ご多忙な中、本書の作成に協力をいただいた都道

府県・市町村・各地域の関係各位に心から感謝申し上げる次第で

ある。

本書が今後の飼料用米推進の一助になれば幸いである。

平成21年11月

社団法人 日本草地畜産種子協会





一昨年来高騰を続けてきた飼料穀物価格は、昨年夏のピーク時

と比べれば若干の落ち着きを見せているものの、かつてに比べて

高水準で推移しているところである。

このように、飼料用穀物価格が高騰した中で、多くの畜産農家

及び関係者は、畜産経営の安定には自給飼料の確保が重要と感じ、

飼料を増産する取組に努力され、その成果も現れてきている。

飼料用米については、この間、輸入とうもろこしの代替として

利用可能な国産飼料原料として期待され、また、飼料自給率の向

上や水田の有効活用を推進する観点からも、その生産・利活用に

関心が高まってきた。

実際、新たな施策が展開されたこともあり、飼料用米の20年度

作付面積は、前年の５倍以上に拡大している。

農林水産省では、飼料用米の取組の推進と併せて、全国で生産

者・利用者等によるモデル実証を推進し、現場段階での飼料用米

利活用のための知見集積を支援してきた。

昨年度先駆的に取り組んだ地域からは、飼料用米が単に輸入飼

料の代替原料として活用できるのみならず、水田の有効活用や地

域活性化、畜産物への新たな価値の創造等、多様な価値や可能性

があるとする多くの声が寄せられている。

この度、これらの先駆的な地域の取組が本書に取りまとめられ

た。本書が、各地域の取組の発展や新規に取り組もうとする地域

などに幅広く活用され、さらなる飼料用米の利活用推進に寄与す

るとともに、畜産業や地域水田農業の発展に繋がることを祈念し

てやまない。

平成21年11月

農林水産省生産局畜産部長 佐藤　一雄

「飼料用米の利活用についての実証成果集」
の出版に寄せて
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青森県 青森県飼料用米利用協議会

取組の概要

対象畜種

鶏（採卵鶏）

協議会構成員

畜産農家（常盤村養鶏農業協同組合）、耕種農家、飼料
用米の利活用関係者（津軽みらい農業協同組合、日和産
業株式会社八戸工場）、オブザーバー（藤崎町農政課、
県畜産課、中南地域県民局　農業振興課、黒石普及分室、
畜産試験場、(社)青森県畜産協会）

飼料用米生産面積

15.0ha

供試品種

むつほまれ　 13.6ha
ふくひびき　 0.4ha
べこあおば　　0.3ha
べこごのみ 0.5ha
その他　　　 0.2ha

取組内容

①飼料用米の流通、保管、調製に係る実証調査

◆生産コストの低減を図るため、飼料用米（籾）保管
（乾燥調製含む）のための新たな設備投資は行わず、
JAのライスセンターを有効活用することとした。
◆また、食用米との混合防止と区分流通を図るため、収
穫時期を通常より１か月程度遅らせ、ライスセンター
に受入し、さらに、籾での流通を行った。これにより、
労働力の分散や立毛乾燥による水分調整が可能とな
り、経費削減にもつながっている。

②飼料用米の給与による家畜・畜産物への影響調査
（畜産物の成分分析を含む）

試験設計：配合飼料に57％配合。採卵鶏に対して
21週齢から41週齢まで給与。

調査項目：飼料用米（籾）が混合された配合飼料（配合
割合57％）及び飼料用米が混合されていな
い配合飼料の国産鶏（後藤もみじ・岡崎おう
はん）への給与により、生存率・嗜好性・体
重・産卵率・卵重について比較調査した。
併せて、生産される鶏卵及び鶏肉（むね

肉・もも肉）について、味分析・テクスチャ
ー分析（歯ごたえ・硬さ）・成分分析を行い、
飼料用米給与による優位性を探った。

③飼料用米を利用した畜産物の普及活動
飼料用米（籾）給与により生産された畜産物（鶏卵及

び鶏肉）の消費者の理解醸成と販売促進を図ることを目
的に、県内外における各種イベント・展示会等に参加し、
飼育方法や給与飼料の違い、飼料用米（籾）給与の必要
性等をパネルやチラシ等を活用してPRしたほか、飼料
用米（籾）給与による畜産物（鶏卵及び鶏肉）の試食・
展示を通じて販売促進にも努めた。
また、生産現場の視察研修の受入や県内外での講演等

に積極的に参加し、飼料用米（籾）の取組拡大のための
普及活動を積極的に展開した。

取組によってわかったこと

１．調製・保管・流通について、次のことがわかりました。

■飼料用米（籾）の収穫時期を食用米より１か月程度遅
らせることにより、ライスセンターの有効利用と飼料
用米（籾）の乾燥、さらには、食用米との区分流通と
横流れ防止が図られた。
■流通する飼料用米は、コストの低減を図るため籾での
流通を積極的に進める。なお、残留農薬については、
別途国が進める試験等を踏まえて、今後の対応を検討
する。
■飼料用米は収穫時期を遅くするため、晩生型の品種の
導入を検討する等脱粒対策が必要となる。
■配合飼料工場が遠方にある場合は、輸送コストがかか
るため、自家配合等による配合飼料生産を検討する必
要がある。
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飼料用米生産のきっかけは、耕作放棄地の解消・飼料自給率の向上・家畜
ふん尿の有効利用

左・普通卵、右・玄米玉子　　　　　　 玄米玉子

こだわりの国産鶏　左・後藤もみじ、右・岡崎おうはん　販売促進活動

飼料用米（籾）を混合した配合飼料
左・玄米飼料　右・籾飼料

いろいろな品種の米を植えました

立毛乾燥後、ようやく収穫。水分も減
り経費の節減や労力分散にもつながり
ました

飼料用米の乾燥・保管のため
ＪＡのライスセンターを利活用

2．家畜・畜産物への影響について、次のことがわかりました。

■飼料自給率の向上を図るため、一般の配合飼料に含ま
れるトウモロコシを飼料用米（籾）に100％代替する
ことは可能であるものの、鶏卵の卵黄色がカラーファ
ンで大幅に薄くなることから、消費者への十分な説明
が必要となる。
■初期段階において食い込みが悪いため、初生ひなから
飼料用米（籾）を給与するなど馴致の必要がある。
■飼料の違いにより、鶏卵は味の面では、大きな差はな
いものの、飼料用米を原料にした鶏卵は、若干のすっ
きり感があり、バランスが取れている。また、脂肪酸
の分析結果は、不飽和脂肪酸のリノール酸（ｎ-6）が
少なく、オレイン酸が多かった。
■飼料の違いにより、鶏肉は味の面では、大きな差はな
いものの、若干のすっきり感があり、バランスが取れ
ている。歯ごたえはほぼ同等～若干しっかりしている。
また、アミノ酸では、うま味成分であるグルタミン酸
を多く含むほか、脂肪酸では、不飽和脂肪酸のリノー
ル酸（ｎ-6）が少なく、オレイン酸が多かった。

3．普及活動について、次のことがわかりました。

■販売価格は、1個100円と通常の鶏卵の5倍と高額で
あるものの、飼料用米（籾）給与による畜産物（鶏卵
及び鶏肉）の生産過程や栄養成分等を説明し理解を求
めた結果、首都圏等を中心に取引先が増加している。
■新聞や各種情報誌等での取材の結果、耕種農家サイド
からの関心も高く積極的なアプローチもあり、飼料用
米の作付は年々拡大している。
■今後は、取引先に応じて飼料用米（籾）の配合割合を
変更するなどし、消費者ニーズにあった生産を開始す
る予定。

4．今後の飼料用米の取組予定などについて

■飼料用米（籾）給与による畜産物（鶏卵及び鶏肉）の
生産を通じて、飼料自給率や畜産物の自給率（熱カロ
リーベース）の向上及び耕種農家の所得確保や技術確
立農家の自立、さらには農地の保全管理を目標に、実
証事業に取組んできた結果、地域の点の取組が、線か
ら面に変わりつつあり、その波及効果は非常に高いと
感じている。
■地域での座談会などを通じ、ここ数年で100ha、近
い将来には、トキワグループで飼育する450千羽を飼
料用米でまかなうことを目標とし、飼料用米の作付面
積を拡大していく予定である。
■現状では、飼料用米の販売金額だけでは経営は成り立
たないことから、高い収量が得られる品種の開発や大
幅な生産コスト低減のための技術確立等を通じて、近
い将来には農家が自立することを目指す。そのために
も、この数年間は、飼料用米の普及拡大のための大切
な育成期間ととらえ、支援をお願いしたい。
■飼料用米の生産は、単なる減反対策の一環としてとら
えるのではなく、国産飼料の増産と家畜飼料の備蓄の
ためと理解して欲しい。

■これまで海外に依存していた飼料生産を、飼料用米の
作付等により国　内産にシフトすることにより、海外
に流出していた飼料穀物の代金を国内に留めておくこ
とができ、農家所得の向上につながる。

青森県飼料用米利用協議会事務局
常盤村養鶏農業協同組合　広報室　常田　憲幸

参考データ・写真等
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飼料米とトウモロコシの産卵率における比較 
産
卵
率（
単
位
：
％
） 

飼料米　　　　トウモロコシ 
週令 

乾燥重量 
（玄米換算） 

生産面積 
m2

収穫量 
kg

反当 
収量 

反 収穫俵 生産予定 
数量 

むつほまれ  

フクヒビキ  

ベコゴノミ  

ベコアオバ  

青系飼料米  

ふ系飼料米  

合　計  

136,255.0 

3,914.0 

2,049.0 

2,958.0 

949.5 

949.5 

147,075.0

98,105 

2,818 

1,475 

2,130 

683 

683 

105,894

94,607.2 

2,636.6 

2,072.6 

2,026.8 

630.7 

619.3 

102,593.2

136.3 

3.9 

2.0 

3.0 

0.9 

0.9 

147.1

11.6 

11.2 

16.9 

11.4 

11.1 

10.9 

11.6

694.3 

673.6 

1,011.5 

685.2 

664.2 

652.2 

697.6

家畜への影響調査

平成20年飼料米：生産品種別集計表
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飼料米とトウモロコシのヘンハウス産卵個数 

個
数（
単
位
：
個
） 

飼料米　　　　トウモロコシ 
週令 
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飼料米とトウモロコシの飼料要求率比較 

飼料米　　　　トウモロコシ 

荷受量 
（籾） 

生産面積 
m2

収穫量 
kg

反当 
収量 

反 備考 生産予定 
数量 

むつほまれ  

フクヒビキ  

ベコゴノミ  

ベコアオバ  

青系飼料米  

ふ系飼料米  

合　計  

136,255.0 

3,914.0 

2,049.0 

2,958.0 

949.5 

949.5 

147,075.0

98,105 

2,818 

1,475 

2,130 

683 

683 

105,894

124,558.8 

3,406.8 

3,001.2 

2,874.0 

842.8 

809.6 

135,493.2

136.3 

3.9 

2.0 

3.0 

0.9 

0.9 

147.1

914.2 

870.4 

1,464.7 

971.6 

887.6 

852.7 

921.3
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畜産物への影響調査

成分分析（グルタミン酸mg/100g） 成分分析（脂肪酸組織g/100g）

飼料用米の流通フロー
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飼料自給率向上
高付加価値
畜産物の生産
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対象畜種

豚

協議会構成員

（有）コマクサファーム、八幡平市エサ米研究会、盛岡市
玉山区エサ米研究会、ＪＡ新いわて西部営農センター、
東部営農センター、 岩手農政事務所地域第4課、八幡平
市農林課、盛岡市玉山区産業振興課、盛岡地方振興局農
政部、八幡平農業改良普及センター

飼料用米生産面積

45.0ha

供試品種

どんぴしゃり　45.0ha

取組の概要

取組内容

①飼料用米の流通、保管、調製に係る実証調査

◆カントリーエレベータで保管した飼料用米を畜産農家
が手配したトラックで直接農場へ運搬。
◆畜産農家が飼料バルクに投入の際に混合

②飼料用米の給与による家畜・畜産物への影響調査
（畜産物の成分分析を含む）

試験設計：配合飼料に10％配合。肥育豚に対して
出荷前2ヶ月間給与。

調査項目：生育状況の観察……食い込みは良好。見た目
による生育の差はないと感じられた。

取組によってわかったこと

１．調製・保管・流通について、次のことがわかりました。

■飼料用米の生産者のカントリーエレベータへの搬入
は、主食用米との混入を防止するため、主食用米の作
業終了後に期間を設定して行った。
■流通コストを低減するため、カントリーエレベータか
ら畜産農家が手配したトラックにより直接農場へ搬入
し、自家配合により給与した。

2．家畜・畜産物への影響について、次のことがわかりました。

■飼料用米を給与した豚の出荷データによると、若干肉
質が悪く、体重ものらない枝肉となってしまったが、
この原因は、豚舎の変更等による密飼によるストレス
が原因と考えている。
■飼料原料としては、配合割合をもう少し増やしても十
分利用できるものと思われた。

3．今後の飼料用米の取組予定などについて

■平成21年度は飼料用米の作付面積を60haに拡大し、
取組を継続する。

八幡平市役所農政課　橋本　光幸

上：収穫の状況
右：乾燥・調製・保管を実施した

カントリーエレベータ

参考データ・写真等

岩手県 八幡平市飼料用米利用協議会
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岩手県 コープネット飼料用米生産流通協議会

対象畜種

豚

協議会構成員

畜産農家、花巻農業協同組合、全農全国本部、全農岩手
県本部、地区生産組織協議会、北日本くみあい飼料、
(株)岩手畜産流通センター、 コープネット事業連合、
JA全農ミートフーズ、 オブザーバー：花巻市農林水産
部、岩手県南広域振興局花巻支局、中央農業改良普及セ
ンター

飼料用米生産面積

22.4ha

供試品種

どんぴしゃり　22.4ha

取組の概要

取組内容

①飼料用米の流通、保管、調製に係る実証調査

◆主食用米との区分を図るため、生産者は組織に限定し
た栽培。
◆収穫物はカントリーエレベーターに全量集荷
◆ＪＡ倉庫から八戸粉砕工場までの移送は、飼料会社の
手配により確保し実施。

②飼料用米の給与による家畜・畜産物への影響調査
（畜産物の成分分析を含む）

試験設計：配合飼料に10％配合。肥育豚に対して

112日齢から出荷まで給与。
調査項目：遊離アミノ酸

水分・粗脂肪
肉質検査（4項目）

③飼料用米を利用した畜産物の普及活動
◆飼料用米解説のパンフレット作成（3000部作成）
◆イベント会場で使用する飼料用米解説パネルの作成
（→参考データ・写真参照）
◆飼料用米使用豚肉の名称公募→2008年10月から11
月にかけて生協の組合員から公募し、845件の応募が
ありました。
名称は「お米そだちのみのりぶた」としました。
◆飼料用米給与豚の試食会生協の組合員向け試食会は、
8生協で70箇所、3273名参加生協の職員向け試食
会は、配達職員中心に100箇所、3000名参加
合計170箇所、6273名参加

取組によってわかったこと

１．調製・保管・流通について、次のことがわかりました。

■八戸粉砕工場までの移送は、破袋等の事故もなく実施
できました。
■生産現場については、異品種混入防止のため、不特定
多数の生産は難しいと思われます。
■一年を通じての供給となることから、夏場の保管管理
の徹底が必要だと思われます。例えば、低温倉庫保管
を行うことが有効だと思われました。
■低価格であることから、流通コストの低減が課題であ
り、そのためには、総合的に課題を整備する必要があ
ると思われました。

2．家畜・畜産物への影響について、次のことがわかりました。

■発育に差はありませんでした。しかし、枝肉分割・整
形作業において、米給与豚の脂質が固めに感じられる
との声がありました。
■飼料要求率は21年度に調査する予定ですが、現時点
では、ほとんど差は感じられません。
■食味試験を実施したところ、参加者からは、飼料用米
給与豚がおいしいとの意見が出されました。
■脂肪色がやや白くなりました（脂肪融点が低下した感
じがするとの声があります）
■脂肪のしまりが良くなりました。
■リノール酸がやや低下しました。
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3．普及活動について、次のことがわかりました。

■組合員への反響が大きく、認識が広まりました。飼料
用米を給与するという取組の意義（国産飼料であるこ
とや、水田の維持ができること等）から、食味（おい
しいとの評価）に至る、全体の流れについても、非常
に高い関心を得ています。さらに…

＊理事交流会では、生産者側の次のような思いが語られ
ました。
●安定的に作れる条件が生まれれば生産者の納得はひろ
がる。生産者と消費者がつながることが必要で、交流
を深めたい。

＊消費者側（組合員）から次のような受け止めが語られ
ました。
●命を頂くことに思いを至らせ、食べられるために生
まれてきた命をきちんと食べてあげることが私たち
の使命だ。

＊こうした「思い」のやりとりを前提に、組合員の中で
知らせていこうという動きが広がります。
●「お米そだちのみのりぶた」は価格が少し高いが、
多くの人に受け入れられるよう、２月からの試食を
皮切りにコミュニケーションを広げ、利用に結び付
けていきたい。
●私も今日、産地の皆さんと顔をあわせ安心した。美
味しさだけでなく、“この人たちが”関わって作っ
ているから安心、との思いを伝えたい。

4．今後の飼料用米の取組予定などについて

■飼料用米の作付により、水田として維持・活用となり、
主食用米体系の機械作業が可能となり作業効率が良い。
■産地の波及効果需要と供給先があり、生産者手取り価
格保障がある事を前提に作付は継続していきたい。

ＪＡいわて花巻　営農推進部米穀販売課　藤井　公一

参考データ・写真等

補助金により、ＰＲ用リーフレットやパネルを製作し、組合員
や職員が集まる場などで活用

展示用パネル〔４枚セット〕用

ＰＲ用リーフレット（単体）

●今日聞いた取り組みの経過や苦労話をストーリーと
して見せ、わかりやすい言葉で、しっかり伝えてい
くことが大切。
●他人におすすめする時のキャッチフレーズは大切。
「考え方は良いが値段は高い」という商品を利用して
もらうための説明をしっかり組み立てないと

■このように、生産者と消費者の直接のコミュニケーシ
ョンを通じた共感づくりが、たいへん重要だというこ
とがあらためてわかりました。
パンフレットや説明パネルなどももちろん活用され

ますが、商品案内やクチコミをつうじて、この取り組
みが生協内で着実に浸透しています。
実際の豚肉供給が開始され、初回受注状況も予定ど

おりとなりました。
以後も順調に利用いただいています。
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ホームページや商品案内紙上で名称公募を告知。2008年9月29日～11月28日まで募集。
選考作業を経て2009年1月に決定。

2009年1月には、コープネット全会員生協の組合員理事が集まる。
交流会で「お米そだちのみのりぶた」に関するパネルディスカッションを開催。

試食は、２月から３月にかけて、組合員、職員ので170ヵ所で開催。
約6300人が参加しました。
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岩手県 北上地域エサ米研究会

対象畜種

豚、採卵鶏

協議会構成員

アイ・ティー・エスファーム（株）、（株）ユキザワ、
（株）シムコ、（有）ふなばやし農産、太平洋ブリーディ
ング、（有）ハイランド牧場、花巻農業協同組合、伊藤
忠飼料（株）、東北農業研究センター、北上市、県南広
域振興局北上総合支局、中央農業改良普及センター

飼料用米生産面積

24.8ha

供試品種

どんぴしゃり　22.5ha
ふくひびき　　 2.3ha

取組の概要

取組内容

①飼料用米の流通、保管、調製に係る実証調査

◆飼料用米生産者が個別施設で乾燥・調製を行い、ＪＡ
倉庫に出荷。
◆ＪＡ倉庫でフレコン保管
◆ＪＡ倉庫から伊藤忠飼料（株）八戸工場までの輸送は
ＪＡが手配した運送会社が運搬
◆参考　飼料米生産ほ場のうち約13haにおいて、わら
を飼料用に収集し、肉用牛肥育経営に供給した。

②飼料用米の給与による家畜・畜産物への影響調査
（畜産物の成分分析を含む）

試験設計：豚　配合飼料に10％配合。
肥育豚に対して肥育後期60日間給与。

採卵鶏　配合飼料に10％及び60％配合。
成鶏期に給与

調査項目：豚　嗜好性、肥育状況、枝肉成績等
…通常の配合飼料と差は見られない。

採卵鶏　嗜好性、卵質、産卵率
…通常の配合飼料と差は見られない。

卵黄色…レモンイエロー色に変化。

③飼料用米を利用した畜産物の普及活動
◆飼料用米を給与した豚は、「奥州豚」の商品名で、コ
ープ東北サンネット事業連合等で販売開始
◆飼料用米を給与した卵は、「稲穂の恵み」の商品名で、
みやぎ生協等で販売開始

取組によってわかったこと

１．調製・保管・流通について、次のことがわかりました。

■乾燥･調製、輸送とも問題なく、計画どおり実施できた。
■飼料用米生産者からのＪＡ倉庫搬入の荷姿がフレコ
ン、紙袋双方有り、ＪＡの対応が大変だった。
■乾燥・調製はＪＡ施設で一元管理で行い、農家の作業
負担の軽減する必要がある。
■常温倉庫に保管しているが、夏場の品質低下が心配。

2．家畜・畜産物への影響について、次のことがわかりました。

■豚、採卵鶏とも従来の配合飼料と同等の給与成績が得ら
れた。

3．普及活動について、次のことがわまかりした。

■国産の飼料の給与による特徴のある商品として、販売を
始めることができた。

4．今後の飼料用米の取組予定などについて

■平成21年度は飼料用米の作付面積を49haに拡大し、
取組を継続する。
■乾燥・調製は、飼料用米生産者の個別実施から、ＪＡ施
設で一元的に実施する体制に変更する予定。

ＪＡいわて花巻北上地域営農センター営農振興課
小原　恵真
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参考データ・写真等

出穂状況

出穂状況

収穫状況

集荷状況（フレコン、紙袋が混在）

飼料用米(玄米）

Ｈ20.4より、飼料用米を給与し生産した豚肉を「奥州豚」ブランドで販
売開始（生協宅配用チラシ）
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岩手県 フリーデングループ飼料米利活用推進協議会

対象畜種

豚

協議会構成員

（株）フリーデン大東農場、いわい東農業協同組合、北
日本くみあい飼料（株）、上摺沢飼料米生産組合、渋民
営農組合、おきた営農組合、猿沢南部営農班、個人耕種
農家（2名）
オブザーバー・一関市、（独）畜産草地研究所

供試品種

ふくひびき　20.5ha

取組の概要

取組内容

①飼料用米の流通、保管、調製に係る実証調査

◆主食用米との区分を図るため、生産者は概ね50a規模
以上の農家・組織に限定した栽培。
◆収穫物はライスセンターに全量集荷
◆ＪＡ倉庫から北日本くみあい飼料石巻工場までの移送
は、飼料会社の手配により確保し実施。

②飼料用米の給与による家畜・畜産物への影響調査
（畜産物の成分分析を含む）

試験設計：配合飼料に15％配合。肥育豚に対して
肥育後期飼料として、出荷前60日間給与。

調査項目：○増体重･･･≒1,000g／日
○飼料摂取量･･･約3kg／日
○一般臨床所見･･･特に無し
○枝肉調査･･･豚の肥育飼料にトウモロコシ

の代わりに飼料米を給与して
も、同じ発育ならびに枝成績
が得られる。

③飼料用米を利用した畜産物の普及活動
◆飼料用米解説のパンフレット作成（参照：①）
◆イベント会場で使用する飼料用米解説パネルの作成
（参照：②）
◆飼料用米使用豚肉の名称公募⇒やまと豚米（まい）ら
ぶ（参照：③）
◆飼料用米給与豚の試食会　等（参照：④）

飼料用米生産面積

20.5ha 取組によってわかったこと

１．調製・保管・流通について、次のことがわかりました。

■北日本くみあい飼料石巻工場までの移送は、事故もなく
実施できました。
■生産現場については、異品種混入防止のため、刈り取り
時期の区分が必要と思われます。
■一年を通じての供給となることから、夏場の保管管理の
徹底が必要だと思われます。例えば、低温保管を行うこ
とが有効だと思われました。
■低価格であることから、流通コストの低減が課題であり、
そのためには、専用倉庫を整備する必要があると思われ
ました。

2．家畜・畜産物への影響について、次のことがわかりました。

■飼料米玄米入りの飼料を給与しても、発育に差はありま
せんでした。
■若干、玄米入りの濃厚飼料の方が、豚の喰いが好ましい
ようです。
■脂肪色がやや白くなりました。
■相対的にオレイン酸が高くなり、リノール酸がやや低下
しました。

3．普及活動について、次のことがわかりました。

■消費者は、ポップや冊子などのＰＲ媒体を用いて精肉コ
ーナーで「飼料用米」というものがあることや、飼料米
給与の国産豚肉への安全・安心感、飼料自給率を含む国
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4．今後の飼料用米の取組予定などについて

■飼料用米は、生産農家にとっては主食用水稲栽培で使用
する農業機械がそのまま利用できることや水稲栽培の技
術がいかせることなどのメリットがあり、畜産農家にと
っては飼料自給率の向上や安全安心な国産の飼料を使え
ることなど双方にとってメリットがある取り組みです。
飼料用米の取り組みを継続していくためには、公的助
成金が不可欠であるため、農業関係者のみならず消費者
にもこの取り組みの必要性を理解していただき、食料自
給率の向上及び不作付け地の解消に向けて普及拡大して
いきたい。

一関市役所大東支所産業経済課　小野寺　正寿

参考データ・写真等

の自給率向上や水田の維持に繋がることに大変関心を持
ち、理解されて豚肉を購入される方が増えました。また
これにより量拡大をしたいという中間消費者（流通）の
声も段々増えました。

■飼料米豚肉を購入された消費者の味評価は、肉の脂身に
甘さを感じるとか、一般の豚肉よりも後味がサッパリし
ているという声を聞きました。

①-a 小冊子（外側）

①-a 小冊子（外側）

②-a  イベント用パネル

②-b 飼料米豚肉イメージ

③　ロゴ

阪急オアシス精肉売場

④ブランドニッポン2008（上・下）
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岩手県 千厩・藤沢地区飼料用米利活用推進協議会

対象畜種

豚

協議会構成員

（有）アーク、おくたま農産、とぎの森ファーム、アグ
リランド深萱、いわい東農業協同組合、一関市役所千厩
支所、藤沢町、県南広域振興局一関総合支局農林部、千
厩農林センター、一関農業改良普及センター

供試品種

ふくひびき　10.0ha

取組の概要

取組内容

①飼料用米の流通、保管、調製に係る実証調査

◆ライスセンターでフレコン、紙袋詰めにした飼料用米
を運送会社に委託し、ＪＡ倉庫に運搬。
◆ＪＡ倉庫から中部飼料（株）八戸工場までの輸送は飼
料会社が手配した運送会社が運搬。
◆参考　飼料用米生産ほ場10haのわらを飼料用に収集
し、畜産農家へ供給した。

②飼料用米の給与による家畜・畜産物への影響調査
（畜産物の成分分析を含む）

試験設計：配合飼料に15％配合。肥育豚に対して
出荷前2ヶ月間給与。

調査項目：嗜好性…食い込みは良好
一般臨床所見…豚の体型に丸みが出てきて好

ましい。

飼料用米生産面積

10.0ha

取組によってわかったこと

１．調製・保管・流通について、次のことがわかりました。

■乾燥･調製、輸送とも問題なく、計画どおり実施できた。
■倉庫では、フレコンを処理するフォークリフトが必要。
■今回は3月までに全量出荷されたので問題はなかった
が、気温が上昇する5月以降までの保管となれば、低温
倉庫での保管が必要となり、コストアップとなる。
■乾燥・調製料の負担が大きいため、ほ場で水分を下げる
方法など、更なるコスト引き下げの方法を研究していく
必要がある。

2．家畜・畜産物への影響について、次のことがわかりました。

■確保できた飼料用米の量が少なく、給与した期間が１ヶ
月間と短く限られているので、肉質についての詳細なデ
ータは抽出できなかった。
給与中の豚を目視している限りでは、飼料用米の嗜好
性は高く、飼料原料としては問題ないと考えられる。

3．今後の飼料用米の取組予定などについて

■平成21年度は飼料用米の作付面積を15.6haに拡大し、
取組を継続する。

ＪＡいわい東米穀課　佐藤　尚志

参考データ・写真等

左上：JAライスセンター
右上：JAライスセンター

（乾燥機等）
左下：JA倉庫
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岩手県 軽米地域飼料用米利用協議会

対象畜種

豚

協議会構成員

北栄農産（有）、ＪＡ新いわて北部営農経済センター、
（有）高常商店、本田商店、本田久商店、（株）ウイング
（飼料卸）、軽米町、二戸地方振興局、二戸農業改良普及
センター

供試品種

いわてっこ　　3.5ha
たかねみのり　5.8ha

取組の概要

取組内容

①飼料用米の流通、保管、調製に係る実証調査

◆主食用米との区分を図るため、JAでは、主食用の処
理が済んでからの受入。
◆収穫物はJA及び商系RCに全量集荷。
◆ＪＡ倉庫から粉砕保管工場までの移送は、飼料会社の
手配により確保し実施。

②飼料用米の給与による家畜・畜産物への影響調査
（畜産物の成分分析を含む）

試験設計：配合飼料に5％配合。
肥育豚に対して肥育後期に給与。

調査項目：食い込み、嗜好性、増体等
…対照区と明確な違いは認められなかった。
枝肉格付…対照区と明確な差異は認められな

かった。

脂肪酸分析…試験区は対照区に比べ、飽和脂
肪酸の数値が低下している。

③飼料用米を利用した畜産物の普及活動
軽米町内の全小・中学校で「お米で育てた豚肉学校給

食事業」を実施（3月4日）。児童・生徒らが本取組みで
生産された豚肉で作った「豚丼」を味わい、地域の水田
農業や畜産業に関心を高めた。（事業対象外）

飼料用米生産面積

9.3ha

取組によってわかったこと

１．調製・保管・流通について、次のことがわかりました。

■粉砕・保管、飼料工場までの移送は、破袋等の事故もな
く実施できました。
■生産現場については、異品種混入防止のため、研修会等
を実施し、生産者の共通認識の醸成を図ることが必要。
■一年を通じての供給となると、夏場の保管管理の徹底が
必要だと思われる。（低温倉庫が必要）
■低価格であることから、流通コストの低減が課題であり、
1tフレコン出荷はもちろんのこと、籾出荷が理想となる。
そのために、農薬の使用基準等の早期整備が必要。

2．家畜・畜産物への影響について、次のことがわかりました。

■発育に差はありませんでした。
■食味試験を実施したところ、参加者からは、飼料用米給
与豚がおいしいとの意見が出されました。（循環型農業
のPRによりｲﾒｰｼﾞの向上が図られ、そのために美味しい
と感じた。）
■参加者の中には、従前の豚肉との差異は感じられない。
と言う人のほうが多い。
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3．普及活動について、次のことがわかりました。

■ＪＡ組合員への反響が大きく、認識が広まりました。飼
料用米を給与するという取組の意義（国産飼料であるこ
とや、水田の維持ができること等）から、食味（おいし
いとの評価）に至る、全体の流れについても、非常に高
い関心を得ています。

4．今後の飼料用米の取組予定などについて

■畜産農家として、地域循環型農業への参加、耕種農家の
見識など参考になりました。現実問題として、飼料用米
を飼料に配合し給与することにより豚の生産コストが高
くなるのは事実。国産飼料用米についても、MA米並み
の価格になれば、通年で使用したい。そのためには、耕
種農家への助成について今後も続けて頂きたい。
■今後協議会としての取組量が増加し、通年での出荷が必
要になった場合、夏期の保管体制の確立が必要であるが、
低温倉庫等が地元には無く、その保管を飼料メーカーが
契約する低温倉庫に長期間保管するとなると、飼料用米
の価格より保管料が掛かり増しすることが懸念される。
飼料メーカー、畜産農家に係る飼料コストがこのまま増
加すれば、国産飼料用米の利活用は思ったほど進まない
ものと考えられる。
■平成21年度は、33haに作付拡大し、ブロイラーへの
給与も加えるなど、取組みを拡大する予定です。

ＪＡ新いわて北部営農経済センター米穀園芸課
岩　崎　　実

参考データ・写真等

豚丼給食を味わう軽米小学校児童

ＪＡ倉庫保管状況（農政事務所確認作業）

一時保管倉庫搬入作業状況

粉砕ホッパー投入作業状況

配合飼料工場搬入状況
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宮城県 登米飼料用米利用推進協議会

対象畜種

鶏卵、豚、肉牛

協議会構成員

耕種農家、畜産農家、ＪＡみやぎ登米、登米市、伊藤忠
飼料、宮城県登米農業改良普及センター、宮城県東部家
畜保健衛生所等

供試品種

べこあおば　20.0ha
ふくひびき　20.0ha
その他　　　 2.5ha

取組の概要

①飼料用米の流通、保管、調製に係る実証調査

◆収穫物はＪＡ迫ＲＣ、町域倉庫に全量集荷。
◆ＪＡ倉庫からのトラック輸送は、全農物流に依頼。

②飼料用米の給与による家畜・畜産物への影響調査
（畜産物の成分分析を含む）

試験設計：採卵鶏飼料に10％飼料用米を配合。
肥育豚の仕上げ飼料に5％飼料用米を配合。

調査項目：生産成績，卵質，肉質

③飼料用米を利用した畜産物の普及活動
◆転作座談会におけるＰＲ。

飼料用米生産面積

42.5ha

取組によってわかったこと

１．調製・保管・流通について、次のことがわかりました。

■飼料用米専用インフラ整備がされていないため、調製、
保管、流通に係る労力、コストが想定以上の負担となった。
■Ｈ20年度は定着化導入資金による助成金でおおよそ対
応できたが、助成金がなくなると再生産所得が確保できない。
■また、飼料用米価格が低価格であり、米粉価格と影響し
合い、作付面積が不安定になることが予想される。
■異品種混入防止を図るための指導、多収穫米品種栽培技
術指導の徹底を図る。

2．家畜・畜産物への影響について、次のことがわかりました。

■採卵鶏の生産成績のうち、生存率、産卵率、卵重は飼料
要求率に影響はなかった。
■卵質のうち、卵黄色のカラーファンナンバーが0.4～
0.5程度低下した。
■肥育豚の生産成績のうち、生存率、増体率、飼料要求率
に影響はなかった。
■肉質成績のうち、枝肉成績に影響はなかった。

3．普及活動について、次のことがわかりました。

■転作助成金（産地確立交付金等）の拡充が必要である。
■国産飼料の安定供給、国土の保全、環境維持等の国民的
理解を求め、飼料用米の活動を継続して行い、食料自給
率向上を図る。
■国産畜産物の安全、安心への関心が非常に強くなった。
■転作座談会でのＰＲによる効果があった。
■学校給食にて飼料用米給与鶏卵を試食してもらった際、
子供達に好評だった。

4．今後の飼料用米の取組予定などについて

■飼料用米はトウモロコシ等の飼料原料の代替えとなる
が、両者には価格差があるため、畜産物に付加価値を付
けられない限り、購入する畜産サイドの負担となる。
■飼料用米の取組を継続させるには、実需者の負担を下げ
る検討も必要とされる。
■循環型農業を消費者にも理解してもらい、国民的運動と
して展開しなければならない。公的広報活動も必要。
■飼料用米の取組は初年度であるため、作目の作付、メリ

取組内容

◆学校給食に飼料用米給与鶏卵を無償提供。
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ット、乾燥調製・流通・保管経路や経費負担への理解、
協議会設立等、短期間に実施するのは非常に困難である。
■今後は、消費者を加えたメンバーで循環型農業の確立を
目指す。

ＪＡみやぎ登米営農企画課　大泉　里美

参考データ・写真等
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宮城県 田尻地域飼料用米生産者・利用者協議会

対象畜種

豚

協議会構成員

畜産農家（4組織）、耕種農家（3地域）、みどりの農業
協同組合、全農宮城県本部、北日本くみあい飼料（株）、
日清丸紅飼料（株）、みやぎ生協、あいコープみやぎ、
（株）エーコープ宮城、（株）加工連、田尻地域水田農業
推進協議会、大崎市、宮城県北部地方振興事務所、宮城
県美里農業改良普及センター

供試品種

べこあおば等　15.0ha
まなむすめ　　44.0ha

取組の概要

①飼料用米の流通、保管、調製に係る実証調査

◆主食用米との区分を図るため、生産者は3地域（田尻、
沼部、大貫）の114戸で栽培。
◆収穫物はカントリーエレベーターに一括集荷。生籾を
区分荷受けし、送風乾燥後、長期保管可能な
適正水分で貯蔵、定期的に出荷数量にあわせ籾摺りを
する体制。
◆カントリエレベーターから工場までの移送は、飼料会
社の手配により確保し実施。

②飼料用米の給与による家畜・畜産物への影響調査
（畜産物の成分分析を含む）

試験設計：飼料用米0％、7％、15％配合飼料による給
与試験

試験期間：平成21年3月～平成21年5月
試験農場：JAみどりの田尻営農センター管内の養豚場
試験方法：肥育後期の60日間、飼料用米(0%,7%,15%)配

合の飼料を不断給餌。１区当たり4頭×3区
調査項目：肉質調査（脂肪酸組成、肉色、脂肪色など）、

発育調査（期間増体重、飼料摂取量など）

③飼料用米を利用した畜産物の普及活動
◆「たじりのおこめ豚」紹介ＰＲパンフレットの作成・
配布

飼料用米生産面積

59.0ha

取組によってわかったこと

１．調製・保管・流通について、次のことがわかりました。

■利活用者への需要に応じた出荷時期・バラ出荷等による
コスト低減を目的にカントリーエレベーターでの一括集
荷・乾燥調製保管の体制で取組んだ結果、収穫から集荷
までの管理体制が容易で期待したとおり順調にすすんだ。
■保管場所が乾燥施設と一体化しており、貯留タンクでの
長期貯蔵ができ、倉庫への移動や保管といった作業がな
く、軽減できた。
■飼料用米の生産に係る経費低減は難しいが、調製・保
管・流通に係るより一層の経費低減策については、消費
者や各関係者との協議を進め、相互理解を得ていくこと
も必要と思われる。

2．家畜・畜産物への影響について、次のことがわかりました。

■飼料用米配合飼料の嗜好性は対象区（0％）と比較して
も遜色なく良好で、発育や脂肪付着度についても大きな
差は認められませんでした。
■飼料用米配合飼料の給与豚の肉色は淡く、脂肪色が白く
なる傾向が伺えました。
■飼料用米配合飼料の給与豚の肉質は、オレイン酸やリノ
ール酸等の不飽和脂肪酸の含有量が増えるなど脂肪酸組
成に影響を与えることがわかりました。
■飼料用米配合の給与試験については21年度も同様に発
育性や肉質に係る給与実証試験を行っていきたいと考え
ています。

取組内容
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3．普及活動について、次のことがわかりました。

■飼料用米に対する関心は利用者・消費者ともに高く、今
後も飼料用米の生産から利用に係る関連情報を収集・提
供していくことで、消費の拡大が見込まれる思う。
■飼料用米に関する各種打合やＰＲ活動を通じ、耕畜連携
の取り組みが進んてきている。
■飼料用米の高位安定生産を図るためにも、本県により適
応した飼料用稲品種の開発や栽培管理技術の向上に向け
ての取組みが望まれる。
■商品化され現在流通している豚肉ブランドの定着と販促
拡大を進めていく必要がある。

4．今後の飼料用米の取組予定などについて

■水田の有効活用に向けた推進協議会の体制強化
■飼料用米の栽培、利活用に関する情報の収集
■飼料用米配合割合を30％程度までに高めるための給与
試験等データの蓄積と飼料用米の生産性の向上。

ＪＡみどりの　田尻営農センター
伊藤　成公、氏家　壮一

参考データ・写真等

「たじりのおこめ豚」紹介ＰＲパンフレット

店舗内の肉販売コーナーでの試食会

飼料用米0％配合 飼料用米7％配合 飼料用米15％配合

畜産農家視察受入

産直豚生産者

飼料米
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宮城県 加美地区飼料用米生産利用拡大推進協議会

対象畜種

豚

協議会構成員

株式会社平田牧場、加美よつば農業協同組合、全農宮城
県本部、北日本くみあい飼料株式会社、加美町、色麻町、
生活クラブ事業連合生活協同組合連合会、宮城県大崎農
業改良普及センター

供試品種

夢あおば　　4.0ha
ホシアオバ　4.9ha
ふくひびき　8.3ha
まなむすめ　1.7ha

取組の概要

①飼料用米の流通、保管、調製に係る実証調査

◆実需者と協議した配合飼料生産計画に基づき、北日本
くみあい飼料（株）が保管倉庫に出荷を指図する。そ
の際、北日本くみあい飼料（株）はJA全農から発行
された出荷指図書を運送業者に渡し石巻工場への輸送
を依頼。
◆搬入経路は宮城県加美町の平柳倉庫（フレコン）→石
巻埠頭サイロ（バラ化）→北日本くみあい飼料石巻工場

②飼料用米の給与による家畜・畜産物への影響調査

（畜産物の成分分析を含む）
◆飼料用米5％配合飼料の給与試験（発育性、枝肉成績、
肉質分析）
試験期間：平成20年8月19日～平成20年10月28日
試験農場：株式会社平田牧場大峯農場
試験方法：肥育仕上期（肥育後期）に米5％配合の飼料

を不断給餌
調査項目：期間増体重、飼料摂取量、DG,FCなどにつ

いて、米配合割合　
０％の飼料給与豚との比較

肉質調査：脂肪色、肉色、脂肪酸組成、一般成分、物理
特性、保水性などについて、米配合割合0％
の飼料給与豚との比較

③飼料用米を利用した畜産物の普及活動
◆食料自給率向上モデル飼料用米プロジェクト推進パン
フの作成　　　　　　　　　　　　　　　　　　
◆生活クラブ生活協同組合会報誌　自給市場Vol.8への
掲載

飼料用米生産面積

18.9ha

取組によってわかったこと

１．調製・保管・流通について、次のことがわかりました。

■北日本くみあい飼料（株）石巻工場までの移送は、計画
どおり事故・トラブルもなく実施できました。
■飼料用米の区分は「飼料用米うるち」ですべて扱っても
らったため、異品種混合への対策が不要、現場では混乱
もなく順調に生産・調製・保管が出来ました。
■一年を通じての供給となることから、品質の劣化回避策
を万全に講じ、特に夏場の保管管理は徹底することが必
要だと思われます。
■飼料用米の作付け拡大に対応するためにも、新たな流通
手段・保管倉庫の確保が必要と考えれます。
■乾燥選別等の調製経費は食用米と同程度にかかることも
あり、乾燥調製作業の集約化等経費の圧縮が今後の課題
となります。

2．家畜・畜産物への影響について、次のことがわかりました。

■飼料用米5％給与区と0％給与区での発育差はないよう
に感じられた。
■飼料用米5％給与区は飼料摂取量が多くなり、ＤＧは高
め、反面ＦＣは悪かった。
■飼料用米5％給与区は枝肉重量のわりに背脂肪が厚い傾
向が伺えた。

取組内容
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■飼料用米5％給与区での脂肪色は白く、また肉色は淡く
なる傾向があった。
■飼料用米5％給与区は脂肪酸組成ではオレイン酸は増
加、リノール酸とリノレン酸は減少した。
■水分及び脂肪では米の配合による変化はみられなかっ
た。脂肪融点では米5％で融点が低下する傾向が伺えた。
■テクスチャー及びドリップロス、クッキングロスへの影
響は見られなかった。
■なお、20年産米を使用しての試験は現在実施中です。

3．普及活動を通じた今後の課題等について

■調製・保管・流通体制における整備とコストの低減
■飼料用稲専用品種の栽培管理技術の向上
■主食用米への混入防止等徹底したリスク管理
■種子の生産供給体制
一方で
■飼料用米に関する連絡調整会議やＰＲ活動等を通じ、耕
種農家と畜産農家　が一緒に活動する機会が増え、耕畜
連携の取り組みが加速化している。

4．今後の飼料用米の取組予定などについて

■飼料用米の作付け拡大に向け推進協議会の体制を強化し
ていく
■飼料用米の効果的な流通方法に関する情報の収集
■飼料用米を給与した畜産物の効果的なＰＲ

加美よつば農業協同組合
営農販売部農産振興課　佐竹　俊文

参考データ・写真等

試験データ

食料自給率向上モデル飼料用米
プロジェクト推進パンフ

生活クラブ生活協同組合
会報誌自給市場Vol.8
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宮城県 松島地域飼料米利用協議会

対象畜種

採卵鶏

協議会構成員

セントラルライス中通、ITSファーム、伊藤忠飼料（株）
松島町産業観光課、JA仙台東部営農センター

供試品種

ふくひびき　1.2ha

取組の概要

①飼料用米の流通、保管、調製に係る実証調査

◆生産集団による飼料用米の多収生産と収穫後，自己所
有するライスセンターによる乾燥調製作業及び流通方
法の検討並びに提携飼料メーカーとの耕種，畜産連携
を図る。

②飼料用米の給与による家畜・畜産物への影響調査
（畜産物の成分分析を含む）

試験設計：採卵鶏において、配合飼料に10％配合。
調査項目：産卵率、卵重、卵黄色　　　　　　　
調査結果：産卵、卵重については変化なし

卵黄色はカラーファンNO.で0.4～0.5ポイ
ント低下した

飼料用米生産面積

1.2ha

取組内容

取組によってわかったこと

１．調製・保管・流通について、次のことがわかりました。

■多収品種の玄米収量は一部に倒伏が見られたが品質、収
量とも満足できる結果であった。
■水田から収穫後、自己所有するライスセンターに運搬し、
清掃済みの乾燥機を使用し乾燥させ、籾摺りをした。
■一年を通じ、栽培期間、収穫、乾燥、調製、保管、運搬
に至る経過についてはほぼ計画的に実施できた。
■保管から給与までの期間が長くなり課題として残った。

2．家畜・畜産物への影響について、次のことがわかりました。

■採卵鶏における影響として産卵、卵重に関しては、ほぼ
変化が無かった。
■卵黄色に関しては、やや薄色化してきているようである
が、給与期間や給与量との関係もあり、引き続き調査が
必要と考えている。

3．今後の飼料用米の取組予定などについて

■栽培面積としては、引き続き生産量を維持したいと計画
している。
■家畜への給与についても昨年度と同様に計画している。
■耕種農家にとっては、年内の流通、利用、支払いまでを
完了して欲しいと感じている。（飼料用米の保管場所確
保の関係）
■取組を継続する上で、実需者等への支援も重要と考えら
れる。

ＪＡ仙台　東部営農センター　阿部
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対象畜種

豚

協議会構成員

（有）ポークランド、（有）十和田湖高原ファーム、（有）
ファームランド、パルシステム事業連合会、（株）パル
ミート、かづの農業協同組合、新いわて農業協同組合、
全農秋田県本部、全農岩手県本部、北日本くみあい飼料
（株）、（株）全農ミートフーズ

供試品種

ふくひびき　　　8.2ha（秋田県鹿角市）
たかねみのり　　5.8ha（岩手県九戸郡軽米町）

取組の概要

①飼料用米の流通、保管、調製に係る実証調査

◆収穫物はフレコンバックにてＪＡ倉庫全量集荷
◆ＪＡ倉庫から粉砕工場までの移送は、飼料会社の手配
により確保し実施。

②飼料用米の給与による家畜・畜産物への影響調査
（畜産物の成分分析を含む）

試験設計：配合飼料の穀類に10％配合。（トウモロコシ
代替えで利用）肥育豚に対して生後約100
日齢から出荷まで給与。

調査項目：生育調査（増体重、飼料摂取量、枝肉調査）

飼料用米生産面積

14.0ha

取組内容

③飼料用米を利用した畜産物の普及活動

1．県内
・量販店での販売活動
・産直販売
・飼料用米栽培学習会の開始　　　

2．首都圏等
・産地を紹介するビデオの作成
・学習会の開催

取組によってわかったこと

１．調製・保管・流通について、次のことがわかりました。

■コンタミネーションを防ぐため、フレコンバック使用に
よる労力の軽減に繋がったが、現在のＪＡの倉庫はそれ
に対応した形態になっていないために、保管スペース確
保に苦慮した。
■流通に関しては、地元（秋田県鹿角）の倉庫から飼料工
場（青森県八戸市）で加工し、また養豚農場（秋田県鹿
角）にて利用するため、運賃ロスが発生している。

2．家畜・畜産物への影響について、次のことがわかりました。

■一般豚（飼料米無添加飼料）と比べても、生育状況に特
別な差は見られなかったため、飼料原料としては、トウ
モロコシ代替で利用できると考える。
■食味試験を実施したところ、参加者からは、飼料用米給
与豚がおいしいとの意見が出された。
■脂肪色がやや白くなった。
■消費者から、「おいしい」・「肉に臭みがない」などの
評価を得られた。

3．普及活動について、次のことがわかりました。

■ＤＶＤビデオを制作し消費者に啓蒙活動を行った結果、
国産自給率向上から繋がる飼料用米の取り組みについ
て、理解を得られた。学習会等でわかりやすく啓蒙･情報
波及させていくツールとしての利用価値は高いと考える。
■試食、量販店での活動について、全般として、取り組み
自体に対する反応は良好で、飼料用米給餌豚に対するイ
メージ・食味についても評価が高かった。
■飼料用米栽培学習会を開催し、飼料用米の取り組みによ
る耕畜連携の重要性（国産自給率向上等）を稲作農家へ
繋げることができた。

秋田県 ポークランドこめ豚協議会



─ 24 ─

4．今後の飼料用米の取組予定などについて

■平成19年度から始めた飼料用米の活用の取り組みも、
平成21年度で3年目を迎え、消費者に多大なる評価を
得る事ができた。この背景には、国産飼料の自給率向上
と遊休農地・耕作放棄地の解消による地域活性化の取組
が、消費者に理解を得られたと考えている。
しかし、調製・保管・流通・栽培技術などの課題があ
るため、これらの課題をクリアしながら、更なる拡大に
務めたいと考えている。
平成21年度は増産を図り、約80haの作付けと

18,000頭の生産及び販売を計画している。

ポークランドグループ　佐藤　達也

参考データ・写真等

飼料用米圃場 飼料用米給餌豚
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対象畜種

豚

協議会構成員

畜産農家：（株）平田牧場、全農山形県本部
耕種農家：鶴岡市農業協同組合、庄内たがわ農業協同組

合、庄内みどり、農業協同組合、酒田市袖浦
農業協同組合、全農山形県本部

利活用関係者：余目町農業協同組合、北日本くみあい飼
料（株）

オブザーバー：酒田市、遊佐町、山形県庄内総合支庁農
業技術普及課、酒田農業技術普及課、
生活クラブ事業連合生活協同組合連合会

供試品種

ふくひびき　　309.3ha
べこあおば　　　 5.2ha
はえぬき　　　　12.2ha
あきたこまち　　12.5ha

取組の概要

①飼料用米の流通、保管、調製に係る実証調査

◆不正規流通防止を図るため、収穫物はＣＥに全量集荷
し、乾燥調製した。
◆1.8mm網で粒度選別を実施し、網下の玄米は水分が
高目な場合があることから早期出荷。
◆保管倉庫は、通年使用のため低温倉庫を含めた通年保

飼料用米生産面積

339.2ha

取組内容

管体制を敷いたが、主食用米の在庫が多く、営業倉庫
など手当てに苦労した。
◆20年産の作付面積は339ha、635名にも及ぶこと
から、庄内地区での飼料用米共同計算を実施し、販売
代金の精算業務の簡素化を図った。
◆一部ＣＥでのサイロ保管を行ったが、近年は特別栽培
米の種類が増えるなどして、収容容量はあっても、区
分するためのサイロ本数に余裕がなく、飼料用米のサ
イロ保管は十分に出来なかった。
◆原料（玄米）は北日本くみあい飼料（株）（宮城県石
巻市）に運ばれて粉砕配合されるが、その飼料工場か
ら配合飼料を庄内に配送した車に、保管倉庫から出荷
したフレコン玄米をバラ積みして運送することで、経
費節減を図っている。

②飼料用米の給与による家畜・畜産物への影響調査
（畜産物の成分分析を含む）

試験設計：配合飼料に5％配合。肥育豚に対して121日
齢から出荷まで給与。

調査項目：（1）発育試験　ＦＣ（飼料要求率）、
ＤＧ（増体／日）

（2）品質管理担当者による評価
脂肪と赤みの色
脂肪と肉のしまり
枝肉の総合評価

（3）理化学分析
一般分析
肉・脂肪色
脂肪酸組成

取組によってわかったこと

１．調製・保管・流通について、次のことがわかりました。

■ＣＥを利用しての乾燥調製のため、栽培品種は早生と晩
生に分けて、一般主食米の荷受時期を回避することが必
要ですが、品種が増えることは作業効率が損なわれるこ
とから、早生品種の収穫時期を最後に回す方法（立毛乾
燥も進む）も有効と思われます。
■一年を通じての供給となることから、玄米水分が高い粒
厚1.8mmで区分調製を行い、網下のものは早期出庫し
た。しかし、近年の調製水分は15％以下と下がってお
り、そこまでの対応は必要ないのではないかと思われ、
今後検証試験を行いたいと思います。
■コスト削減のため、飼料用米（フレコン入り）を保管倉

山形県 庄内地区飼料用米生産利用拡大推進協議会
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庫から配合飼料工場に搬送する際、酒田市内の中継基地
で配合飼料を運んできた車にバラ積みし、帰り荷対応を
行った。
■不正規流通を防止するため、庄内地区では大型乾燥調製
施設の利用を前提とした。個人調製の場合、不正規流通
していないことを証明する手立てが困難と思われる。

2．家畜・畜産物への影響について、次のことがわかりました。

■発育については遜色なく、むしろ発育が早い傾向が見ら
れる。
■飼料要求率は21年度に調査する予定ですが、現時点で
は、ほとんど差は感じられません。
■食味試験を実施したところ、参加者からは、飼料用米給
与豚がおいしいとの意見が出されました。
■脂肪色が白く、赤身の色が淡くなりました。
■オレイン酸が増え、リノール酸がやや低下しました。

3．今後の飼料用米の取組予定などについて

■産地確立交付金や水田フル活用対策を活用し、面積拡大
を図ることとなるが、一方で実需の必要量を勘案した生
産計画の調整を図っていく。
■飼料用米代替ステージの拡大による品質試験を実施し、
具体的なステージ拡大の検討（＝生産量の拡大）を行う。

ＪＡ庄内みどり　営農企画課　課長　　　　伊藤　欣也
遊佐営農課　総括課長　　佐藤　秀彰

ＪＡ庄内たがわ　米穀課　係長　　　　　　佐藤　　誠　
営農農政課　課長　　　　伊藤　　隆　

ＪＡ鶴岡　　　　米穀畜産課　係長　　　　石井　一志
ＪＡあまるめ　　営農部　　　部長 佐藤　隆一　
ＪＡそでうら　　営農販売部　次長 佐藤　恒雄
�平田牧場　　　生産本部　本部長 斎藤　　昇

生産管理課　課長　　　　加藤　　潔
北日本くみあい飼料�　庄内営業所長　　　高山　正明
遊佐町　 産業振興課　課長補佐　　今野　信雄
酒田市　　　　　農政課　主査　　　　　　柿崎　弘志
ＪＡ全農山形　　庄内営農推進課課長　　　小池　清之参考データ・写真等
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対象畜種

豚

協議会構成員

株式会社山形ピッグファーム、農事組合法人山辺アグリ
ＦＦ、北日本くみあい飼料株式会社、株式会社山形県食
肉公社、山形県村山総合支庁産業経済部農業振興課／農
業技術普及課、山形農業協同組合営農経済部営農指導
課／畜産課／北部営農センター、山辺町産業課

供試品種

はえぬき　　4.7ha

飼料用米生産面積

4.7ha

取組内容

①飼料用米の流通、保管、調製に係る実証調査

◆主食用米との区分を図るため、生産者は新規需要米取
組計画認定者に限定した栽培。
◆収穫物はライスセンターに全量集荷。
◆ＪＡ倉庫から粉砕工場までの移送は、飼料会社の手配
により確保し実施。

②飼料用米の給与による家畜・畜産物への影響調査
（畜産物の成分分析を含む）

試験設計：配合飼料に5％配合。肥育豚に対して肥育後
期105日齢から出荷まで給与。

調査項目：飼料用米を配合した供試豚とレギュラー豚に
ついて、１日当たり増体重、飼料要求率の調
査（山形ピッグファームが実施）及び食

味試験を行った。試験期間の短さと飼養環境
が異なるため、単純に比較はできないが飼料
による差は認められなかった。

③飼料用米を利用した畜産物の普及活動

◆飼料用米解説のパンフレット作成
◆飼料用米使用豚肉の名称公募
◆飼料用米フォーラムの開催及び飼料用米給与豚の試食
会　等

取組によってわかったこと

１．調製・保管・流通について、次のことがわかりました。

■玄米粉砕加工場までの移送は、破袋等の事故もなく実施
できました。
■異品種混入防止のため、不特定多数による生産は難しい
と思われます。

2．家畜・畜産物への影響について、次のことがわかりました。

■発育に特段の差は見受けられませんでした。
■食味試験を実施したところ、参加者からは飼料用米給与
豚がおいしいとの意見が数多く出されました。
■脂肪融点及びリノール酸の値がやや低下しました。

3．普及活動について、次のことがわかりました。

■豚肉の名称を公募したことで、広く消費者一般からの関
心を得ることができました。
■地元産の飼料用米で育てた地元産の豚肉を、地元を中心
とした地域で消費するという地産地消を実践しています。

4．今後の飼料用米の取組予定などについて

■引き続き、飼料用米の振興を行う。
■平成21年度は専用品種「べこあおば」を直播で7.1ha
作付している。低コスト生産工程の検証を行う。
■豚肉取扱店舗について、町外への拡大を図る。

株式会社山形ピッグファーム　専務取締役　阿部　秀顕
農事組合法人山辺アグリＦＦ　代表理事　　会田保兵衛
北日本くみあい飼料株式会社南東北支店山形営業所　所長 鈴木　　稔
株式会社山形県食肉公社営業二部　部長　　遠藤　幸士
山形県村山総合支庁産業経済部農業振興課農産振興担当・畜産振興担当

山形県 山辺町水田農業推進協議会（飼料用米推進部会）
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山形県村山総合支庁産業経済部農業技術普及課　主任専門普及指導員 秋葉　浩一
専門普及指導員 武田　公智

山形農業協同組合　理事　　　　　　　　　吉田　忠幸
理事　　　　　　　　　岡�　政志

営農経済部営農指導課　課長　　　　　　　中川　弘幸
畜産課　課長　　　　　　　山川　茂実

北部営農センター　センター長　　　　　　齋藤　　孝
推進監　　　　　　　　鈴木　順一
次長兼営農経済課長　　山口　良次

山辺町　産業課　課長　　　　　　　　　　渡辺　秀彦
主幹兼農政係長　　　　　吉田　勝春
主任　　　　　　　　　　細矢　貴行
主任　　　　　　　　　　�橋　直之

飼料用米フォーラム（平成20年12月８日、山辺町中央公民館）

参考データ・写真等
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対象畜種

肉用牛

協議会構成員

さがえ西村山肉牛部会、河北飼料用米生産組合、さがえ
西村山農業協同組合、北日本くみあい飼料（株）南東北
支店山形営業所

供試品種

ヒメノモチ　　6.9ha

飼料用米生産面積

6.9ha

①飼料用米の流通、保管、調製に係る実証調査

◆主食用米との区分を図るため、生産者は組織に限定し
た栽培。
◆収穫物はＪＡに全量集荷。
◆ＪＡ倉庫から粉砕工場までの移送は、飼料会社の手配
により確保し実施。

②飼料用米の給与による家畜・畜産物への影響調査
（畜産物の成分分析を含む）

試験設計：配合飼料に2％配合。肥育牛に対して10ヶ
月齢から32か月齢頃（出荷）まで給与。

調査項目：疾病状況
一日当たり増体重
枝肉成績の比較

取組内容

取組によってわかったこと

１．調製・保管・流通について、次のことがわかりました。

■飼料工場までの移送は、破袋等の事故もなく実施できま
した。
■生産現場については、異品種混入防止のため、不特定多
数の生産は難しいと思われます。
■一年を通じての供給となることから、夏場の保管管理の
徹底が必要だと思われます。例えば、低温倉庫を利用す
ることが有効だと思われました。
■低価格であることから、流通コストの低減が課題であり、
そのためには、フレコン袋やバラ出荷できるように共同
で乾燥調製施設を利用する必要があると思われました。
■早生種のヒメノモチを使用することにより、一般米より
早く収穫でき異品種子混入防止になっている。

2．家畜・畜産物への影響について、次のことがわかりました。

■食肉公社における枝肉市場の枝肉格付け成績に優位差が
見られた。
■脂肪交雑が良く、いわゆる霜降り状になる。

3．普及活動について、次のことがわかりました。

■生産調整の一手段として、既存の機械を活用でき非常に
有効である。
■飼料の需要増により飼料用米の生産拡大が必要。
■今後は肉牛だけでなく、他の畜種でも実施したい。

ＪＡさがえ西村山　営農経済部　
集落営農・水田農業推進課　

石垣　正博

参考データ・写真等

枝肉格付け成績B.M.S（牛脂肪交雑基準ビーフ･マーブリ
ング･スタンダード）

項　目 

もち米を給与した肉牛 

もち米を給与しない肉牛 

7.9 

6.1

B.M.S

山形県 さがえ西村山地区飼料用米利用協議会
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山形県 金山町飼料用米生産利用協議会

対象畜種

豚

協議会構成員

金山最上牧場、耕種農家、金山農業協同組合、くみあい
飼料、金山町、山形県最上総合支庁農業技術普及課　等

供試品種

夢あおば　　1.2ha
べごあおば　0.4ha

取組の概要

①飼料用米の流通、保管、調製に係る実証調査

◆主食用米との区分を図るため、生産者を限定し専用品
種を栽培。
◆収穫物は金山農協に全量集荷
◆ＪＡ倉庫から配合飼料工場までの移送は、飼料会社の
手配により確保し実施。

②飼料用米の給与による家畜・畜産物への影響調査
（畜産物の成分分析を含む）

試験設計：肥育後期出荷前20日間に配合飼料の10％に
配合（予定）

調査項目：１．飼料用米給与肥育豚の増体調査（予定）
飼料用米給与肥育豚の出荷時体重の測定

飼料用米生産面積

1.6ha

取組内容

取組によってわかったこと

１．調製・保管・流通について、次のことがわかりました。

■配合飼料工場までの移送は、破砕等の事故もなく実施で
きました。
■生産現場については、異品種混入防止のため、不特定多
数の生産は難しいと思われます。
■一年を通じての供給となることから、夏場の保管管理の
徹底が必要だと思われます。

2．家畜・畜産物への影響について、次のことがわかりました。

■飼料用米給与による豚肉への影響調査については、本年
9月頃から調査を開始する予定となっています。

3．普及活動について、次のことがわかりました。

■消費者へのＰＲ活動を通じて、飼料米給与豚肉のブラン
ド化を図っていきたい。

肥育期間の調査
日増体重の比較　　　　　

2．肉質の調査（予定）
官能評価（色・硬さ・香り・味など）
アンケートの実施

③飼料用米を利用した畜産物の普及活動

◆消費者へのPR活動（予定）
消費促進PRポスター・パンフレット作成
消費者による食味アンケートの実施

4．今後の飼料用米の取組予定などについて

■平成21年度は飼料用米の作付面積を25haに拡大し、
取組を継続していく。

■飼料用米の生産性向上を図るために、地域の気象条件等
に適応した品種選定や低コスト・多収栽培技術等の普及
定着
■飼料用米を給与した豚肉のブランド化
■堆肥を活用した資源循環型農業の実践　等

ＪＡ金山営農課　星川　憲一
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参考データ・写真等

刈取作業風景 玄米の様子
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山形県 舟形町飼料用米生産利用拡大推進協議会

対象畜種

カモ

協議会構成員

畜産農家、耕種農家、新庄もがみ農業協同組合、舟形町、
山形県農業技術普及課、舟形町食生活改善推進協議会　等　

供試品種

ホシアオバ　0.7ha
夢あおば 0.6ha
べこあおば　0.5ha

取組の概要

①飼料用米の流通、保管、調製に係る実証調査

◆不正規流通防止の観点から、全て沖の原機械利用組合
のライスセンターで乾燥、調製等を行い、移送も同組
合で行いました。

②飼料用米の給与による家畜・畜産物への影響調査
（畜産物の成分分析を含む）

試験設計：カモに対し、配合飼料に50％配合。
調査項目：発育：影響なし

肉質：影響なし
肉の脂肪の色が白く、脂肪量が多く、肉質が
やわらかい。
※取引先業者からの評価が高い

飼料用米生産面積

1.8ha

取組内容

取組によってわかったこと

１．調製・保管・流通について、次のことがわかりました。

■供給先である畜産農家までの移送は、破袋等の事故もな
く実施できました。
■低価格であることから、栽培コストの低減が課題であり、
そのためには直播栽培等を積極的に導入するなどの低コ
スト栽培の必要があると思われました。

2．家畜・畜産物への影響について、次のことがわかりました。

■発育に差はありませんでした。
■脂肪色がやや白くなりました。
■脂肪量が多くなりました。
■肉質がやわらかくなりました。
以上のことから、取引先業者からの評価が高くなりました。

3．今後の飼料用米の取組予定などについて

■本町では、食料自給率向上とコメ需給調整の効果的手法
としての飼料用米の作付けを拡大する計画であり、今回
の実証調査で沖の原機械利用組合を拠点とした作業体系
が確立でき、作付け拡大への良い契機となりました。し
かしながら、飼料用米の作付けを拡大させる一方で、供
給先（販路）の拡大が課題となっています。また、取引
価格が低いことから、いかにして栽培コストを低減する
かが今後の課題と思われます。

ＪＡ金山営農課　星川　憲一

参考データ・写真等
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山形県 真室川町飼料用米生産利活用推進協議会

対象畜種

牛

協議会構成員

畜産農家、耕種農家、真室川町農業協同組合、真室川町
山形県農業総合研究センター畜産試験場、山形県最上総
合支庁産業経済部農業技術普及課

供試品種

べこあおば　　　　0.9ha
べこごのみ　　　　1.9ha
その他主食用品種　3.8ha

取組の概要

①飼料用米の流通、保管、調製に係る実証調査

◆主食用米との区分を図るため、生産者は組織に限定し
た栽培。
◆収穫物はカントリーエレベーターに全量集荷
◆ＪＡＣＥにおいて、膨軟化サイレージの加工を行った。

②飼料用米の給与による家畜・畜産物への影響調査
（畜産物の成分分析を含む）

試験設計：
肥育牛への給与試験は、肥育前期時に配合飼料に

飼料用米生産面積

6.6ha

取組内容

5％ほど混ぜて給与した。また、繁殖牛では、分娩後
泌乳期における給与と発情回帰への悪影響がないか、
分娩後の繁殖牛に給与した。給与量は、配合飼料の
20％～40％を代替して給与した。酪農家では、搾乳
牛への給与で、搾乳牛へ悪影響がないかを実施した。
調査項目：給与牛への影響

嗜好性に優れ、飼料価値の高い自給飼料であること
が、わかった。
給与の注意点は、発酵初期にアルコール臭が強く、

このときに開封すると空気中で変異しやすく、アルコ
ールが有害なアセトンに変化することがわかった。こ
の為、給与する際は、2ヶ月以上おいてから給与を始
めると、乳酸が増加し、変廃を抑制することができた。
TMR給与では牛の摂取量が良くなり、製造後時間の
たったTMRの嗜好性が悪くならない効果があった。

③飼料用米を利用した畜産物の普及活動

◆飼料用米解説のパンフレット作成
◆牛肉産直会場で使用する飼料用米解説パネルの作成

取組によってわかったこと

１．調製・保管・流通について、次のことがわかりました。

■膨軟化処理について、大きな問題もなく処理することが
できた。また、CE本体のプラントは使用しない為、異
品種混入の問題もなく、新規需要米の収穫確認も容易に
できた。
■１日の処理量が、１ha程度なので生籾の貯蔵が必要。
先にサイレージ梱包するか、サイロ等の検討が必要。
■夏場は、2日位で変廃するので、TMR調整し効率的な給
与方法が必要。
■調整、加工流通経費ではもう少しコストダウンを図りた
い。（1kg／15円程度）
■物流コストをかけず地域内で取組めれば、エネルギー単
収の高い低コスト自給飼料ができる。

2．家畜・畜産物への影響について、次のことがわかりました。

■飼料価値を測定する給与試験をしていないが、推定の
TDNを策定している。（DM中70～75%）
実際給与して、繁殖、肉用牛ともに悪影響はなく、配
合飼料の代替として十分な飼料価値があることを確認し
た。また、酪農家では、給与している牛群のコンディシ
ョンが良い為、数値以上の栄養価があるのではないかと
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考えている。TMR給与では、飼料の摂取量が増え、夏
場の摂取量低下を防ぐ効果を期待している。
また、稲SGSのTMRは、調製後時間がたっても嗜好

性が落ちないという効果も現れている。今後、栄養価値
の測定が必要とされる。
肉用繁殖牛、肥育和牛、搾乳牛で試験給与しているが、
嗜好性がよく良好に飼育されている。

■組合員への反響が大きく、認識が広まりました。飼料用
米を給与するという取組の意義（国産飼料であることや、
水田の維持ができること等）から、食味（おいしいとの
評価）に至る、全体の流れについても、非常に高い関心
を得ています。
■畜産農家においても飼料高騰といった厳しい情勢に直面
しておりましたが、

3．普及活動について、次のことがわかりました。

■全国的に事例のない取組であったことから、走りながら
の検証となったが、関係機関のサポートで成功すること
が出来た。
出来上った製品は、水田の保全機能と日本の新しい畜
産生産基盤の変革を秘めた飼料となった。今後も地域内
での自給濃厚飼料の生産、耕畜連携の取り組みで、畜産
物のブランド化など地場産業への波及に期待したい。

真室川町内の畜産農家7名、耕種農家7名
ＪＡ真室川町営農販売課

真室川町産業課
山形県農業総合研究センター畜産試験場

〃　最上総合支庁農業技術普及課

4．今後の飼料用米の取組予定などについて

参考データ・写真等

これを転機と考え、前向きにこれに立ち向かう意欲が
生まれた。
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対象畜種

肉用鶏、採卵鶏、豚

協議会構成員

飼料用米生産者、ＪＡ伊達みらい、ＪＡ会津みどり、白
河精米工業（株）、福島県米穀肥料協同組合、福島県米
麦事業協同組合、福島第一食糧卸協同組合、伊達物産
（株）、日新殖産（株）、（有）サカイフーズ、（有）ける
ぷ農場、（有）会津地鶏みしまや、北日本くみあい飼料
（株）、伊藤忠飼料（株）、ＪＡ福島中央会、ＪＡ全農福
島県本部

供試品種

ふくひびき　　 6.5ha
コシヒカリ　　23.5ha
ひとめぼれ　　14.2ha
他　　　　　　41.8ha

取組の概要

飼料用米生産面積

86.0ha

取組内容

①飼料用米の流通、保管、調製に係る実証調査

◆銘柄伊達鶏実証事業
生産者（乾燥）→ＪＡ等→飼料会社（保管）→実需者
◆会津地鶏実証事業
生産者（乾燥、籾すり、選別、袋詰め）→ＪＡ（保管）
→実需者
◆麓山高原豚実証事業
生産者（乾燥、籾すり、選別、袋詰め）→ＪＡ→飼料
会社→実需者
◆県産採卵鶏・食肉鶏実証事業
生産者（乾燥、籾すり、袋詰め[ＲＣ、ＣＥ等]※一部
委託）→ＪＡ（保管）→全農（一部集約保管）→飼料
会社→実需者

②飼料用米の給与による家畜・畜産物への影響調査
（畜産物の成分分析を含む）

◆銘柄伊達鶏実証事業
試験設計：配合飼料に10％配合（40日齢以降最大10％）。
調査項目：家畜の嗜好性、肉質の変化、食味

◆会津地鶏実証事業
試験設計：配合飼料に10％配合
調査項目：家畜の嗜好性、肉質の変化

◆麓山高原豚実証事業
試験設計：配合飼料に10％配合
調査項目：家畜の嗜好性、出荷日齢、肉質の変化（外

観、食味）
◆県産採卵鶏・食肉鶏実証事業
試験設計：配合飼料に10％～49％配合
調査項目：家畜の嗜好性、出荷日齢、肉質の変化

③飼料用米を利用した畜産物の普及活動

◆試食会の開催
◆チラシ配布
◆地方紙への広告掲載

取組によってわかったこと

１．調製・保管・流通について、次のことがわかりました。

■商流については、産地側と飼料会社が直接売買契約を締
結するのではなく、産地側と実需者が売買契約を締結し、
飼料会社は原料米の受け入れも配合飼料の供給も実需者
のみと行うケースがありました。
■流通量の増加や、年間を通しての供給は、倉庫における
保管等のコストが増加すると思われます。
■価格設定については、年間値決め方式は、稲作農家側に
とってはメリットがあったが、飼料価格低下基調の中で
は畜産農家側の負担が大きく感じられたようです。
■現時点では、飼料用米の産地区分管理ができないため、
福島県産米給与による畜産物のブランド化が難しい状況
となっています。

2．家畜・畜産物への影響について、次のことがわかりました。

■肉用鶏の嗜好性は良く、消化吸収、発育に影響はありま
せんでした。また、鶏肉の品質には大きな差は認められ
ませんでした。
■豚の嗜好性は良く、消化不良等の問題もなく、発育にも
影響はありませんでした。
■採卵鶏の嗜好性は良く、飼育日数、増体等についても差
は認められませんでした。

福島県 福島県水田農業産地づくり対策等推進会議飼料用米専門部会
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3．普及活動について、次のことがわかりました。

■試食会の開催や推進チラシの配布により飼料用米の取組
についてＰＲすることができました。
■消費者からは、飼料用米等県内の自給飼料拡大への取組
を評価する意見が多く聞かれました。
■アンケート結果では、飼料用米を給与した畜産物の一般
品との大きな差は認められませんでしたが、継続したＰ
Ｒにより飼料用米を給与した県産畜産物　のブランド化
を進める必要があると思われます。

4．今後の飼料用米の取組予定などについて

■平成20年度は、新たな取組みであったため、県内実需
者の発掘、ＪＡ系統の中での米穀部門と畜産部門との連
携、ＪＡ系統飼料会社と商系飼料会社双方への原料供給
体制の整備等、県域独自の販売流通スキームの構築に時
間を要した。
■平成21年度は、20年度から供給している実需者への供
給数量の拡大と新たな県内実需者の発掘による県域流通
を基本に、国の新たな支援措置と県独自（福島県及び
JAグループ福島）の助成支援により生産面積の拡大を
はかりたい。

JA福島中央会農業対策部　遊佐　正広
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対象畜種

豚

協議会構成員

畜産農家、耕種農家（受託組織）、なめがた農業協同組
合水田農業対策室、【オブザーバー】行方市、行方地域
農業改良普及センター、鹿行地方総合事務所（現鹿行農
林事務所企画調整部門）

供試品種

クサホナミ　0.5ha

①飼料用米の流通、保管、調製に係る実証調査

◆養豚農家の倉庫で12月から2月までの間、常温保存
した。

②飼料用米の給与による家畜・畜産物への影響調査
（畜産物の成分分析を含む）

試験設計：飼料用米を配合飼料に15％添加し、肥育豚
に対して出荷70日前から給与した。

給与頭数：飼料用米添加　25頭、一般配合飼料　24頭
調査項目：飼料の嗜好性、発育性、肉質（格付状況、背

脂肪厚） 脂肪酸融点、脂肪酸含量

飼料用米生産面積

0.5ha

取組内容

取組の概要
③飼料用米を利用した畜産物の普及活動

◆飼料用米を利用した豚肉の食肉セミナーを開催して、
消費者への理解醸成を図った。

【食肉セミナーの内容】
◆料理専門家による講演会
◆飼料用米を給与した豚肉の試食（焼き物，揚げ物，茹
で物）
◆アンケート調査

取組によってわかったこと

１．調製・保管・流通について、次のことがわかりました。

■保管が冬期で短期間であったため、常温保存で変質や害
虫の発生はみられなかった。周年で給与するとなると、
夏場の保管方法の検討が必要になる。
■市外の粉砕会社で粉砕したため、粉砕費用および輸送費
用が多く掛かってしまった。粉砕・保管の地域内化がコ
スト削減には有効だと思われる。

2．家畜・畜産物への影響について、次のことがわかりました。

■一般配合飼料のみを給与した豚より、飼料用米を添加し
た豚の方が、飼料給与量が多かったことから、飼料用米
の嗜好性は高いと思われる。
■脂肪酸融点、脂肪酸含量については、調査したサンプル
数が少なかったためか、明確な差がみられなかった。サ
ンプル数を増やして調査する必要があると考えられる。
■食味会のアンケート調査では、香り、歯ごたえ（食感）、
脂のおいしさ等を総合した評価として、8割以上の参加
者が美味しいと回答した。

3．普及活動について、次のことがわかりました。

■食肉セミナーを開催することによって、消費者の方に飼
料用米を利用した豚肉に対して好感を持ってもらうこと
ができた。こういった消費者の意見が今後、取り組みを
拡大していく中で、生産者の取り組み意欲に繋がると考
えられる。

■試食だけではなく料理講習会等も開催して、消費者、生
産者（耕種・畜産）、流通関係者の相互理解を図ってい
く必要がある。

茨城県 行方市飼料用米生産・給与実証研究会
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4．今後の飼料用米の取組予定などについて

＜推進にあたり苦労した点＞
米の生産調整の方法が多様化する中で、地域に適した
転作を推進することが担当者として考えなければならな
い点でした。このため、先進的に取り組んでいる地域を
視察したり、各行政機関と連携をとり、担当者個々がス
キルを向上していかなければならない点が一番苦慮しま
した。
＜取組のメリット＞
飼料用米生産農家を中心とした研究会を設立し、様々な
事業を展開することで生産者の技術向上が図れました。
＜今後の取組予定・抱負＞
取組の規模を拡大して、耕畜連携による地産地消の確
立を目標とした、地域の特色を活かした事業を展開して
いきたいと考えています。

ＪＡなめがた水田農業対策室　田中

参考データ・写真等
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対象畜種

搾乳牛ホルスタイン種

協議会構成員

【畜産農家】（有）瑞穂農場
【耕種農家】（有）みどりサポート、岩崎営農組合、

下岩瀬営農組合
【オブザーバー】茨城みどり農業協同組合、茨城みどり
農業協同組合水田対策室、常陸大宮市農林課、常陸大宮
地域農業改良普及センター、県北地方総合事務所（現県
北農林事務所企画調整部門）

供試品種

クサホナミ　1.2ha

①飼料用米の流通、保管、調製に係る実証調査

◆（有）みどりサポートが生産し、収穫した20年産飼
料用籾米を同社が乾燥調製。JA茨城みどりの倉庫に
おいてフレコンバックにて保管。（有）瑞穂農場に運
ばれた玄米を粉砕器により粉砕し、配合飼料等と混合
したものを給与する。

②飼料用米の給与による家畜・畜産物への影響調査
（畜産物の成分分析を含む）

飼料用米生産面積

1.2ha

取組内容

取組の概要
１．米の給与による家畜・畜産物への影響調査
◆飼料用米を乳牛へ給与
給与期間：搾乳牛ホルスタイン種126頭に対し21日間

給与
給与割合：配合飼料の約8.6％（現物当たり4kg／1

頭・1日）の飼料用米を配合。メイズ割合を
調整し飼料用米を配合。

調査頭数：飼料用米給与試験区126頭（１ロッド）と、
従来の配合飼料給与対照区の合乳による比較

調査項目：飼料の嗜好性・乳量

2．飼料用米を利用した畜産物の成分分析
◆飼料用米含有の調査区126頭と対照区1,240頭の各
合乳について期間中生乳の成分分析を実施（１ロッド
約130頭）
調査区のみ調査3日
合乳による調査21日

分析項目：生乳の乳成分の分析（SNF・乳脂肪・タンパ
ク質・乳糖・体細胞数）、配合飼料の成分分析

分析点数：飼料用米給与試験区126頭と従来の配合飼
料給与対照区1,240頭の合乳により比較
飼料米、配合飼料、飼料用米を配合した飼料
の成分分析（水分・タンパク質・脂質・灰
分・繊維・可溶無窒素物・可消化養分総量）

③飼料用米を利用した畜産物の普及活動

◆視察受入や現地研修会等への畜産農家参加への呼びか
けにより、取組を紹介。

取組によってわかったこと

１．調製・保管・流通について、次のことがわかりました。

■播種から収穫まで、コシヒカリなど一般米より遅れての
作業であったため、コンタミの問題はなかった。
■一般米と飼料米の流通途中における万が一の混入を防ぐ
ため、指定倉庫へ保管を行い、流通形態もフレコンバッ
クにより、一般米との差別化を図った。
■長期保管では低温倉庫が望ましいが、一時保管が短期間
だったため、湿度の心配もあったが、常温倉庫での管理
により、保管料経費が抑えられた。
■価格が玄米で30円／kgであったため、テッター等を利
用しての稲わらを確保し、飼料用としての稲わらを流通
に含めることにより、生産農家への収入確保が必要であ
ると思われた。

茨城県 常陸大宮市自給飼料利活用研究会
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■フレコンバック１袋の粉砕に１時間30分かかるため、
今後量が増えたときの対応が心配である。

2．家畜・畜産物への影響について、次のことがわかりました。

■飼料用米の生産量が少ないため、飼料用米配合飼料の給
与慣らし期間の設定や配合割合、給与期間を変更して実
施したため、乳牛や乳成分への影響は特にない結果とな
った。
■乳量については特に差違もなく問題はなかった。
■嗜好性も問題なかった。
■乳脂肪率、乳糖は、飼料米試験区の方が低くなっている
が、無脂固形分率や乳タンパク質等など全体的に見て差
違はない。
■乳汁中のリノール酸含有量では、試験区・対照区とも給
与開始時、中間の2回の調査では変化がなかったが、給
与後は、試験区で0.02ｇ/100ｇの減少が見られた。
■牛乳飲み比べ試験で、試験区の牛乳の方がすっきりして
いるという意見が多かったが、リノール酸の値が低くな
ったことがすっきりした味の意見につながったと考えら
れる。

3．普及活動について、次のことがわかりました。

■改めての普及活動は行いませんでしたが、飼料用米の播
種、田植え、生育状況について、現地にて研修会を実施
しました。研究会の構成員ばかりでなく、耕種農家や畜
産農家に声をかけ、飼料用米生産の取り組みを紹介した
ところ、反響が大きく、他市町村からも視察に見え、非
常に高い関心を得ました。
■生産調整の確実な実施と、飼料高騰の影響を受けている
畜産経営の安定化を図るため、飼料米をはじめとする自
給飼料の安定供給や、くず麦・大豆等の利活用等、多様
で安価な飼料確保を行う必要がある。

4．今後の飼料用米の取組予定などについて

■飼料用米の生産面では、飼料高騰の影響を受けている畜
産農家の経営の安定化を図ることが目的の一つであった
が、輸入飼料の価格が安定したとき、飼料米の流通価格
をどのように設定するかがこの先問題であると思われる。
■飼料用米の種の確保に苦慮したため、確実に確保できるこ
とが規模拡大や生産面積の拡大につながると考えられる。
■平成21年度に於いて、耕種農家が6経営体、畜産農家
が2経営体が飼料米の生産給与を実施することとなっ
た。水田における生産調整実施の影響を受け、生産面積
の拡大が図られているが、低価格での流通であるため、
稲わらの収穫、販売により農家への経営の安定化が必要
である。また、稲わら確保のためのテッターなど機械の
導入が必要と思われる。
■給与試験では、乳量、嗜好性、乳成分についても特に差
違もなく問題はなかったので、配合割合や圧ペン、粉砕
の方法など研究を重ね、地域の飼料米を利用して生産さ
れた農畜産物を安心して消費者に届けられるよう期待し
ている。

茨城県常陸大宮市経済建設部農林課
農業畜産振興Ｇ　山崎　泰光

参考データ・写真等

飼料用米給餌状況

飼料用米配合飼料

他市町村視察受入

収穫時現地研修
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対象畜種

乳牛

構成員

畜産農家、耕種農家、飼料会社（清水港）、ＪＡ茨城み
ずほ水田推進センター、常陸太田地域農業改良普及セン
ター （現県北農林事務所経営・普及部門）等

供試品種

クサホナミ　 0.4ha
モミロマン　 0.1ha
他　　　　　　 0.4ha

①飼料用米の流通、保管、調製に係る実証調査

耕種農家　　　　　輸送　　　　　畜産農家
（乾燥・調製）→　紙袋やバラ→（保管・粉砕・給与）

◆飼料用米生産農家が自己で所有しているコンバインで
収穫後、各耕種農家自身が乾燥・調製を実施する。乾
燥調製は、耕種農家自己所有の乾燥機を使用する。
◆籾摺りは、各耕種農家が実施する。
◆乾燥調製、貯蔵後、随時供給先である畜産農家へ運搬
する（運搬形態は、トランスバック、空き袋等）
◆耕種農家からの搬出形態は玄米。
◆畜産農家での給与はＴＭＲ。

飼料用米生産面積

0.9ha

取組内容

取組の概要
②飼料用米の給与による家畜・畜産物への影響調査
（畜産物の成分分析を含む）

「飼料米配合飼料の嗜好性調査及び試験牛の個体状況調査」
1．給与頭数：搾乳牛126頭
2．給与期間：平成21年1月27日～2月16日（3週間）

（うち9日間が当研究会分の飼料用米利用）
3．給与割合：ＴＭＲ（原物中）に粉砕玄米4kg/頭/日　

（約504kg/日×9日＝約4.5t）
※ＴＭＲ（原物中）中、飼料用米は8.6%（配合飼料の35%）

※慣行区は従来配合飼料

4．調査項目：試験区及び慣行区の平均乳量、乳成分、
牛乳試飲乳汁中のリノール酸分析

③飼料用米を利用した畜産物の普及活動

◆飼料用米解説のパンフレット作成
◆イベント会場で使用する飼料用米解説パネルの作成　等

取組によってわかったこと

１．調製・保管・流通について、次のことがわかりました。

■籾摺りで屑米は別になってしまうため、一つにまとめる
際に手間がかかった。（屑米も取引したため）
■稲わらを有効に活用することができなかった。
■トランスバックでの流通体制が、粉砕器へのホッパー投
入等、後の作業を考えると効率的であった。

2．家畜・畜産物への影響について、次のことがわかりました。

■飼料用米4kg/日/頭（配合飼料中の約35％）をその他
粗飼料等と混合し、ＴＭＲとして給与したが、嗜好性や
乳量等に問題はなかった。
■十分に飼料として利用できるが、粉砕に時間がかかるた
め今後取扱量が増加した場合、作業等の改善が必要である。
■乳成分は両区とも大きな差は見られず、今回の飼料用米
の給与量では、全く問題なく飼料として利用できる。
■牛乳の飲み比べの試験結果から、試験区ではこくで若干
劣ったが、味がすっきりとしているなどの回答も多く、
今後ＰＲする場合のポイントであると思われる。
■リノール酸の値が試験区では減少傾向であったため、牛
乳の味がすっきりとした味になると思われる。

茨城県 常陸太田市飼料用米利活用研究会
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3．普及活動について、次のことがわかりました。

■耕種農家では、新たな設備投資の必要がなく湿田に強い
新たな転作作物としての推進ができる。ただし、専用種
では低速での収穫作業となり、作業スピードが劣る。
■地域内流通を図る場合は、畜産農家サイドでの投資（粉
砕器等）が必要であり、耕畜ともにメリットがないと連
携が難しい。
■地域で積極的に取り組む場合、コンタミ等の問題を完全
にクリアしなければならない。
■交付金等の助成が無ければ、推進は難しい。

4．今後の飼料用米の取組予定などについて

■耕種農家の投資がない、水田で栽培しやすい転作作物と
しては非常によい。ただしコンタミ等の問題が完全にク
リアされなければ大きな声で推進をすることは難しい。
畜産農家においては、適正な給与さえ行えば問題はな
い。また、販売価格が安いため助成金が推進上一番大き
な問題である。継続的な助成金等の支援がなければなら
ず、短期的な取り組みで終わらないように国等行政の支
援が不可欠である。

県北農林事務所　今井　洋彦

参考データ・写真等
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対象畜種

豚

協議会構成員

畜産農家、水戸農業協同組合、茨城町地域産業課，県北
地方総合事務所（現県央農林事務所企画調整部門）、水
戸農業改良普及センター（現県央農林事務所経営・普及
部門）

供試品種

モミロマン　 0.3ha

①飼料用米の流通、保管、調製に係る実証調査

◆畜産農家Ａ、耕種農家Ｂは収穫後、自己所有の乾燥施
設で乾燥後紙袋に封入する。
◆耕種農家Ｂは、乾燥調製後、運搬車で畜産農家Ａの所
有する倉庫に輸送。

②飼料用米の給与による家畜・畜産物への影響調査

1）飼料用米配合飼料の嗜好性，発育性調査。
給与期間：出荷前の40日間
給与割合：飼料用米を配合飼料に15％添加
調査頭数：飼料用米添加区　　　　　12頭

対照区（一般配合飼料区）12頭
調査項目：飼料の嗜好性、発育性（出荷日齢、増体重）

飼料用米生産面積

0.3ha

取組内容

取組の概要
2）飼料用米を給与した畜産物の成分分析
分析項目：脂肪酸融点、脂肪酸組成、加熱損失率等
分析点数：飼料用米給与区3点、一般配合飼料区3点
分析機関：茨城県畜産センター養豚研究所、日本食品分

析センター

③飼料用米を利用した畜産物の普及活動

1）講演会及び食味検査
日　　時：平成20年12月24日
場　　所：茨城町中央公民館
参集範囲：茨城町麦・大豆作付集落連絡協議会会員、関

係機関
実施内容：水戸地域農業改良普及センター（現県央農林

事務所経営普及部門）専門員による講演及び
協議会会員による食味検査

取組によってわかったこと

１．調製・保管・流通について、次のことがわかりました。

■飼料用米の取り組みが初めてであったため、普及センタ
ーの指導により栽培を行ったが、気象条件などにより収
量が確保出来なかった。
■平成21年度においても、飼料用米の取り組みを行うの
でこの経験を生かして生産調整の推進を図っていきたい。
■平成20年度は栽培面積が小さかったこともあり、保管
については特に問題は発生しなかった。平成21年度に
ついては栽培面積も増大し、また、年間を通した肥育豚
への給与を考えると7月～10月の4ヵ月間はかびの発生
が心配である。保管量の半分はもみでの保管を検討して
いる。

2．家畜・畜産物への影響について、次のことがわかりました。

■嗜好性、発育性（出荷日齢、増体量）について、一般配
合飼料給与豚との間に特に目立った違いは見られなかっ
た。ただし、飼料要求率については、一般配合飼料給与
区に比べて劣っていた。
■脂肪酸組成について、飼料用米添加区は、一般配合飼料
区と比較して、不飽和脂肪酸の割合が高かった。また、
オレイン酸含有量が高いことから、肉の風味がよいこと
が予想された。
■肉質について、飼料用米添加区は、脂肪融点が低い傾向
が見られた。また加熱損失率が若干低い傾向が見られ、
加熱によるうまみ成分の流失が一般配合飼料区よりすく

茨城県 茨城町麦・大豆作付集落連絡協議会
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ないことが分かった。肉の硬さについては、飼料米添加
区が高く、肉としては口溶けはよく、噛み応えがあるこ
とが伺えた。
■飼料用米を給与することにより、肉の風味が向上すると
思われ、今後飼料用米給与豚のブランド化をすることと
なった。

3．普及活動について、次のことがわかりました。

■食味検査を行った結果概ね飼料用米を給与した豚肉につ
いて好評を得た。
■平成21年度に飼料用米を生産希望する会員が増えた。
（Ｈ21年度10ha作付予定）

■飼料用米を使用して畜産農家が独自ブランドを検討する
意見などが出た。（和之家豚八十八（わのかとんやそはち））
■今後この様に耕畜連携を広げて、地域の農業振興を図り
たい。

4．今後の飼料用米の取組予定などについて

■飼料用米を給与した感想、特に問題なく使用できると思
う。今後年間を通した給与を考えており、そのためにも
飼料用米の生産面積を確保して安定供給できる体制づく
りをして欲しい。
■生産者側としては今後継続的に飼料用米に取り組めるよ
う補助金の継続、上乗せを希望したい。
■飼料用米を使用するにあたっては、粉砕する必要がある
が、粉砕機械や労力のうえから畜産農家が誰でも取り組
めるものではないので今後普及にあたって課題となる。

茨城町経済建設部地域産業課　安嶋　辰夫

参考データ・写真等

飼料米給与畜産物ＰＲ用資料

飼料米給与畜産物ＰＲ用資料

肉質分析結果
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対象畜種

牛、豚

協議会構成員

畜産農家（栃木県養豚事業協議会、栃木県肉牛肥育事業
協議会傘下)栃木県開拓農業協同組合、平田牧場、北日
本くみあい飼料、明治飼糧、生活クラブ事業連合生活協
同組合連合会、栃木農政事務所第2課、栃木県那須農業
振興事務所等

供試品種

なすひかり　　　　　　 1.3ha
こしひかり　　　　　 0.6ha
こしひかり（もち播） 0.5ha
あさひの夢　　　　　　2.9ha

①飼料用米の流通、保管、調製に係る実証調査

◆収穫物は、耕種農家が乾燥・調製、開拓農協が集荷後、
農協倉庫に貯蔵
◆肥育牛用に、必要に応じ粉砕業者に配送
◆肥育豚用は、平田牧場に配合を依頼

②飼料用米の給与による家畜・畜産物への影響調査
（畜産物の成分分析を含む）

試験設計：肥育豚　配合飼料に5％配合

飼料用米生産面積

5.3ha

取組内容

取組の概要
120日齢から出荷まで給与
肥育牛　出荷月例前3ヶ月間
１頭当たり1kgを給与

調査項目：肥育豚　ＤＧ、ＦＣ
肥育牛　肥育状況
脂肪酸組成（自己負担）

③飼料用米を利用した畜産物の普及活動

◆飼料用米解説のパンフレット作成
◆飼料用米給与豚の試食会　（自己負担）

取組によってわかったこと

１．調製・保管・流通について、次のことがわかりました。

■石巻工場までの移送は、破袋等の事故もなく実施できま
した。
■生産現場については、異品種混入防止のため、刈り取
り・調製現場からの出荷の立会を行うことが重要だと思
われます。
■昨年度は早期に出庫出来たので特段問題が有りませんで
したが、今年度より通年保管 となることから、夏場の
保管管理の徹底が必要だと思われます。
例えば、低温倉庫の設置等。
■低価格であることから、流通コストの低減が課題となっ
ています。

2．家畜・畜産物への影響について、次のことがわかりました。

養豚
■発育に差はありませんでした。しかし、枝肉分割・整形
作業において、米給与豚の脂質が固めに感じられるとの
声がありました。
■飼料要求率は21年度に調査する予定ですが、現時点で
は、ほとんど差は感じられません。
■豚枝肉格付けは、厚脂傾向が見受けられ格付けが悪くな
って来ています。
■食味試験を実施したところ、参加者からは、飼料用米給
与豚がおいしいとの意見が出されました。
■脂肪色がやや白くなりました（脂肪融点が低下した感じ
がするとの声があります）
■脂肪のしまりが良くなりました。
■リノール酸がやや低下しました。

栃木県 栃木地域飼料米生産利用推進協議会
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肉牛
■配合飼料に粉砕した飼料米をふりかけて給餌。嗜好性は
良い。
■食味試験を実施したところ、参加者からは、飼料用米給
与牛がおいしいとの意見が大半でした。

3．普及活動について、次のことがわかりました。

■組合員への反響が大きく、認識が広まりました。飼料用
米を給与するという取組の意義（国産飼料であることや、
水田の維持ができること等）から、食味（おいしいとの
評価）に至る、全体の流れについても、非常に高い関心
を得ています。

■取組が生協内で着実に浸透しています。実際の豚肉供給
が開始され、初回受注状況も予定どおりとなりました。
■自己負担で対応した事項
生活クラブ生協での飼料用米説明会の開催20回
栃木県内での飼料用米・稲の視察受入回数8回

4．今後の飼料用米の取組予定などについて

■国は、自給率向上を目指すと言っていますが、今回飼料
用米生産に対する助成は殆どが、米価価格の維持を目的
としたものだと思われます。自給率向上を目指すなら、
現在の耕作放棄地等に飼料用米・稲等の作付を推進する
べきと考えます。
又、畜産農家とすれば今後も安定した飼料米・稲の確
保が必要です。水稲農家が今後も飼料米・稲の生産を継
続出来る取り組みやすい助成体制を確立するべきと思い
ます。

栃木県開拓農協　　秋元　一郎

参考データ・写真等

飼料用米の田植え風景

展示ほ場での生育状況
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対象畜種

豚、採卵鶏

協議会構成員

畜産農家（（株）ユキザワ、（株）シムコ　福島県　豚、（有）
ふなばやし農産　青森県　豚・鶏、（有）ハイランド牧場　青

森県　豚、（株）アイティエスファーム　岩手県　鶏）

柏屋商事、亀和田・北赤塚営農集団、伊藤忠飼料、
栃木県上都賀農業振興事務所、鹿沼市農政課　等

供試品種

こしひかり　 0.2ha
あさひの夢　21.4ha

①飼料用米の流通、保管、調製に係る実証調査

◆飼料用米は、近隣の営農集団ライスセンターにて乾燥
調製
◆乾燥調製後全量、柏屋商事保有倉庫で、主食用米との
区分して保管
◆倉庫から、伊藤忠飼料石巻及び八戸工場に適宜配送

②飼料用米の給与による家畜・畜産物への影響調査
（畜産物の成分分析を含む）

試験設計：肥育豚　配合飼料に5％配合
出荷前60日間給与

飼料用米生産面積

21.6ha

取組内容

取組の概要
採卵鶏　成鶏用飼料に10％配合

（一部60％配合）
調査項目：肥育豚　増体、格付け等の生産性調査

（出荷成績による)
採卵鶏　産卵率等の産卵成績

卵黄色等の卵質検査成績

取組によってわかったこと

１．調製・保管・流通について、次のことがわかりました。

■調製については、20年産米は、主食用で作付したこと
から近隣の営農組合の施設を借りられフレコンでの出荷
が可能となりました。
■21年産米は、専用品種（モミロマン）を作付し、作付
面積も拡大することから、収量の増量が見込まれ、また、
営農集団が補助金を利用してライスセンター等を整備す
ることから、調製費用等の軽減が期待されます。
■保管については、柏屋商事の倉庫で対応したが、今後、
増量することから、管場所や低温倉庫の確保等の課題が
あります。
■流通については、各生産者が柏屋倉庫まで、運び込む事
とし2ｔ車の無料貸出しを行ったり、柏屋倉庫から伊藤
忠飼料の石巻工場までの運賃は、伊藤忠飼料が負担して
下さったので、生産者の直接の負担が無く助かりました。
■石巻工場までの移送は、破損等の事故も無く出来ました。
■フレコンでの出荷が終わり、今後、紙袋での出荷となる
ことから、労力がかかると思われます。
■飼料用米の価格は安価であることから、補助金の存続が
必要であると思われます。

2．家畜・畜産物への影響について、次のことがわかりました。

■家畜（豚）の発育については、飼料用米給与で増大する
傾向が見られたものの、飼料要求率は劣る傾向が見られ
ました。
■家畜の血液性状については変化は見られませんでした。
■畜産物（豚肉)については飼料用米給与によりやわらか
く感じる傾向が見られました。
■家畜の飼養試験及び畜産物の評価については、個体差な
らびに嗜好の差等があり評価が難しいが、従来のトウモ
ロコシ主体の配合飼料と同等と考える結果となりました。

栃木県 鹿沼市飼料用米利用協議会
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3．今後の飼料用米の取組予定などについて

■生産者手取り額は、20年産飼料用米の買取価格30円／
kgと、補助金25円／kg、あわせて55円／kgとなりま
した。
加えて、産地づくり交付金等補助金があったので、生
産者にとって、多少の利益はあったかと思われます。
また、21年産米には、水田等有効活用促進交付金等

が創設されたが、長期的見通しにたった助成が必要かと
思われます。
■保管・流通に関しても価格面への影響は大で、保管料・
入出庫料・修繕費への助成も必要かと思われます。
■水田の保全・需給率の向上・食の安全といろいろな関わ
りがあるのですから、関わっている全ての人が、必要と
している補助金を受けることができたらと思います。

柏屋商事株式会社　　鈴木久美子
伊藤忠飼料株式会社　江口　隆之

参考データ・写真等

飼料用米収穫

飼料用米調整

飼料用米搬入

飼料用米保管
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対象畜種

豚、鶏

協議会構成員

さんわ担い手組合、市原養豚研究会、市原市農業振興協
会養鶏部会、市原市水田農業推進協議会

供試品種

ホシアオバ　　0.4ha
クサホナミ　　0.9ha
モミロマン　　1.8ha

①飼料用米の流通、保管、調製に係る実証調査

◆自己所有の乾燥調製機械を使用し、さんわ担い手組合
自ら乾燥・調製・袋詰め。
◆収穫物はさんわ担い手組合に全量集荷。
◆組合の倉庫から直接畜産農家が搬出。

②飼料用米の給与による家畜・畜産物への影響調査

試験設計：各畜産農家で飼料に配合
調査項目：飼料用米給与後の家畜の状態確認、卵の質等の確認
結　果：○豚　給与については、特に問題なく食べていた。

ただ、玄米で給与したため、全ては消化で　　
きずに一部糞の中に未消化で排泄された。

飼料用米生産面積

3.1ha

取組内容

取組の概要
○鶏　採卵鶏については、給与割合が少ないこと

もあり特に変化はなかった。
鶏卵については、黄身の色が若干薄くなっ
た程度で、他に大きな変化は見られなかった。

考　察：給与した家畜については、特に影響は見られなかった。
畜産物については大きな影響は見られなかった。

取組によってわかったこと

１．調製・保管・流通について、次のことがわかりました。

■食用米に比べて飼料用米は粒が大きいので、もみすり機
の振動篩上での分離が悪く、再循環する籾の量が多かっ
たので、機械へ大きな負担となっていました。
■籾殻が固いためコンバインに負荷がかかり、回転ベルト
が切れる事故がありました。
■乾燥後の水分の低下が一様ではありませんでした。これ
は、とう熟に差があったためか、収穫時期が遅く、秋雨
にあたったためと考えられます。
■既存の水稲用機械・設備を利用できることは非常に有利
な点ですが、食用米と粒の大きさが違うため、各種機械
を使う際の微調整が大変でした。
■一年を通じて供給するには、保管庫の整備が必須である
と感じました。
■畜産農家までの移送は、破袋等の事故もなく実施できま
した。
■流通作業の効率化のためには、フレコンの整備が必要で
あると感じました。

2．家畜・畜産物への影響について、次のことがわかりました。

養豚
■食べ慣れないせいか、最初の１週間は食いつきがよくあ
りませんでした。しかし、その後良く食べるようになり
ました。
■糞に玄米が未消化の状態で出ていました。粉砕の必要性
を感じました。
■親豚の繁殖成績に影響はありませんでした。
■肥育豚の肉質には特に影響は見られませんでした。
養鶏
■鶏の様子や卵の質などには特に影響は見られませんでした。
■卵黄の黄色を維持するためにパプリカを添加しました。
■食味をしたところ、飼料用米を給与したゆで卵の黄身が
しっとりして美味しく感じるとの声がありました。しか
し、生卵は味がさっぱりしている、悪く言うとコクが無
いとの意見もありました。

千葉県 市原飼料用米生産・利用協議会
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3．今後の飼料用米の取組予定などについて

苦労した点
■営農上の飼料用米生産の意義を理解してもらうことが大
変でした。
■販売価格の設定や生産・流通のしくみを決定するため何
度も会議で議論を重ねました。
■飼料用米の需要量を見込むことが困難でした。
■指導機関としては、現場で全ての作業に立ち会わなけれ
ばならないことが大変でした。
飼料用米のメリット
■既存の水稲用の機械を使えることは有利でした。
■晩生の専用種を作付したので主食用の水稲と作業的な競
合が避けられました。
■特別な技術は必要なく、慣行の栽培技術で作業ができま
した。
■栽培については低コスト・省力的に行えました。
今後の取組予定
■新しい品種に取り組みます。
■協議会に消費者団体や飼料会社にも参加してもらい、畜
産物の商品化について意見交換を行い、商品作りに反映
させていく予定です。
抱負
■消費者交流も含めた取り組みへ発展させたいと考えてい
ます。
■耕畜連携を進め、お互いが補完できる営農の協力を深め
たいと思います。

千葉農林振興センター企画振興課
岩澤　　進
有路　優子

参考データ・写真等

クサホナミ

袋詰め

収穫

重量確認

トラックへ積み込み

生卵 ゆで卵

試食の様子

ホシアオバ

モミロマン
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対象畜種

豚・養鶏

協議会構成員

畜産農家、耕種農家、ちばみどり農業協同組合、昭和産
業、旭市、千葉県海匝農林振興センター

供試品種

あきたこまち　8.0ha ふさこがね　23.0ha
コシヒカリ　　1.0ha モミロマン　 2.0ha
ふさおとめ　　2.0ha ヒメノモチ　 2.0ha
夢あおば　　　2.0ha

①飼料用米の流通、保管、調製に係る実証調査

◆耕種農家が自ら乾燥･調製し、市内畜産農家へ搬入する。
一度使ったフレコンバックをJAで確保（無料）して
いただき、活用を図る。

②飼料用米の給与による家畜・畜産物への影響調査
（畜産物の成分分析を含む）

◆影響調査については千葉県畜産総合研究センターで調査。
◆成分分析については日本認証サービス（株）に分析を依頼。
◆畜産物生産コストについては、海匝農林振興センターで
調査。

③飼料用米を利用した畜産物の普及活動

◆飼料用米破砕装置実演、講演会、関係機関情報提供、取組関
係者の意見交換を実施し、飼料用米給与畜産物の試食を行う。

飼料用米生産面積

40.0ha

取組内容

取組の概要 取組によってわかったこと

１．調製・保管・流通について、次のことがわかりました。

■フレコンバックでの搬入で低コスト化を図った農家もあ
ったが、小さな農家ではフレコンバックでの対応が出来
ないものもあった。また、今後のフレコンバックの確保
（無料）が課題。
■配合を担った飼料メーカーからは、配合飼料に飼料米を
混合する上で、フレコンバックは、500～1,000kgと
重量が任意のため幅があり、重量が定まった30kg紙袋
の方が計量がしやすいとの意見が出されたが、作業効率
の低下や人件費がかかるとの意見もあった。
■耕種農家から、畜産農家への搬入形態に関しては、フレ
コンバックによる方法は、短時間で済むなど効率的であ
った。受入側がパレット・フォークリフト・台秤を自主
的に用意したことも、搬入作業の効率化に貢献した。

2．家畜・畜産物への影響について、次のことがわかりました。

■発育に差はありませんでした。
豚肉
飼料米給与による豚肉の変化は、どのような変化が表れ
るか懸念された部分もあったが、サンプル分析結果、銘柄
豚で高いとされる脂肪融点が、高まり、味わいに影響する
とされる遊離アミノ酸も高まるなど、飼料米給与による好
影響が確認された。
鶏卵
飼料米を給与した鶏卵は通常卵よりアミノ酸が向上し、
味わい向上効果が確認された。

3．普及活動について、次のことがわかりました。

■飼料用米取組の問題点など関係各位の共通理解が得られ
た。

4．今後の飼料用米の取組予定などについて

■生産調整の実行性確保の観点から更なる作付け拡大を目
指したい。
畜産サイドとしては、飼料用米給与畜産物の品質に良
い影響が得られるようなので、有利販売に展開して行け
そうに思われる。
流通・保管経費、飼料用米の横流れ防止等に係わる確
認など課題はまだ沢山あるように思われる。
耕種農家に理解を得られるよう各種補助金等の措置が

千葉県 旭市飼料用米利用者協議会



─ 52 ─

参考データ・写真等

なされているが、確認作業や事務、農家への説明（複雑
な制度）等が末端の市町村に負担が多くなっている。

旭市農水産課
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対象畜種

鶏

協議会構成員

吉越養鶏場、水稲農家、北信州みゆき農業協同組合
（オブザーバー）飯山市、県北信地方事務所、県北信農
業改良普及センター

供試品種

コシヒカリ　　0.4ha

①飼料用米の流通、保管、調製に係る実証調査

◆主食用米との区分を図るため、生産者は組織に限定した
栽培。

②飼料用米の給与による家畜・畜産物への影響調査
（畜産物の成分分析を含む）

試験設計：配合飼料に10％配合。
調査項目：嗜好性

③飼料用米を利用した畜産物の普及活動

◆飼料用米解説のパンフレット作成
（飼料用米給与のススメ）

飼料用米生産面積

0.4ha

取組内容

取組の概要 取組によってわかったこと

１．調製・保管・流通について、次のことがわかりました。

■生産現場については、異品種混入防止のため、不特定多
数の生産は難しいと思われます。
■畜産農家の購入希望価格と水稲農家の納入希望価格にギ
ャップがあるため、米政策に基づく継続した助成金確保
が必要と思われます。

2．家畜・畜産物への影響について、次のことがわかりました。

■発育に目立った差はありませんでした
■エサとして嗜好性では、よく食べ、選別して残すことは
ありませんでした。

3．普及活動について、次のことがわかりました。

■飼料用米を給与するという取組の意義（国産飼料であるこ
とや、水田の維持ができること等）から、食味（おいしい
との評価）に至る、全体の流れについて高い関心を得てい
ます。

4．今後の飼料用米の取組予定などについて

■本年度も昨年同様の取り組みを維持していく予定です。

ＪＡ北信州みゆき営農部　高橋

長野県 飼料米利活用推進協議会
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参考データ・写真等

〈クローラータイプの専用収穫機〉 

〈破砕した飼料用米〉 

〈収穫調製でロール成形した飼料イネ〉 

〈飼料用米を20％混合した配合飼料〉 
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対象畜種

鶏

協議会構成員

松本ハイランド農業協同組合、会田共同養鶏組合、県松
本地方事務所、県松本農業改良普及センター

供試品種

ほそおもて　　1.0ha

①飼料用米の流通、保管、調製に係る実証調査

◆主食用米との区分を図るため、生産者は組織に限定した
栽培。

②飼料用米の給与による家畜・畜産物への影響調査
（畜産物の成分分析を含む）

試験設計：飼料用米『ほそおもて』をモミのまま飼料に
6％配合

調査項目：①嗜好性
②卵黄色

③飼料用米を利用した畜産物の普及活動

◆飼料用米解説のパンフレット作成
（飼料用米給与のススメ）

飼料用米生産面積

1.0ha

取組内容

取組の概要 取組によってわかったこと

１．調製・保管・流通について、次のことがわかりました。

■生産現場については、異品種混入防止のため、不特定多
数の生産は難しいと思われます。
■畜産農家の購入希望価格と水稲農家の納入希望価格にギ
ャップがあるため、米政策に基づく継続した助成金確保
が必要と思われます。

2．家畜・畜産物への影響について、次のことがわかりました。

■エサとして嗜好性では、よく食べ、選別して残すことは
ありませんでした。
■卵黄色は淡く、レモンイエローとなりました。

3．普及活動について、次のことがわかりました。

■飼料用米を給与するという取組の意義（国産飼料であるこ
とや、水田の維持ができること等）から、食味（おいしい
との評価）に至る、全体の流れについて高い関心を得てい
ます。

4．今後の飼料用米の取組予定などについて

■本年度は昨年度より取り組みを拡大する予定です。

県松本農業改良普及センター　砂場

参考データ・写真等

長野県 松本市四賀地区飼料米導入定着化推進協議会
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〈クローラータイプの専用収穫機〉 

〈破砕した飼料用米〉 

〈収穫調製でロール成形した飼料イネ〉 

〈飼料用米を20％混合した配合飼料〉 
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対象畜種

鶏

協議会構成員

佐久浅間農業協同組合、(有)ブラウンエッグファーム、
県佐久地方事務所、県佐久農業改良普及センター

供試品種

あきたこまち　　8.5ha

①飼料用米の流通、保管、調製に係る実証調査

◆主食用米との区分を図るため、生産者は組織に限定した
栽培。

②飼料用米の給与による家畜・畜産物への影響調査
（畜産物の成分分析を含む）

試験設計：配合飼料に１％配合。
調査項目：嗜好性
＜参考＞　採卵鶏への飼料用米給与試験について

③飼料用米を利用した畜産物の普及活動

◆飼料用米解説のパンフレット作成
（飼料用米給与のススメ）

飼料用米生産面積

8.5ha

取組内容

取組の概要

取組によってわかったこと

１．調製・保管・流通について、次のことがわかりました。

■生産現場については、異品種混入防止のため、不特定多
数の生産は難しいと思われます。
■畜産農家の購入希望価格と水稲農家の納入希望価格にギ
ャップがあるため、米政策に基づく継続した助成金確保
が必要と思われます。

2．家畜・畜産物への影響について、次のことがわかりました。

■発育に目立った差はありませんでした。
■エサとして嗜好性では、よく食べ、選別して残すことは
ありませんでした。

3．普及活動について、次のことがわかりました。

■飼料用米を給与するという取組の意義（国産飼料であるこ
とや、水田の維持ができること等）から、食味（おいしい
との評価）に至る、全体の流れについて高い関心を得てい
ます。

4．今後の飼料用米の取組予定などについて

■本年度は昨年度より取り組みを拡大する予定です。

ＪＡ佐久浅間営農指導部　牧野

◆飼料用米解説のパンフレット作成（飼料用米給与のススメ）
◆（有）ブラウンエッグファームが経営する直売所「ちゃたまや」
にて卵を販売し、消費者の声を反映した生産活動と普及活動
を行っている。

参考データ・写真等

長野県 佐久浅間飼料稲・飼料米推進連絡会議
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〈クローラータイプの専用収穫機〉 

〈破砕した飼料用米〉 

〈収穫調製でロール成形した飼料イネ〉 

〈飼料用米を20％混合した配合飼料〉 
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対象畜種

豚

協議会構成員

(農)安曇野北穂高農業生産組合、あづみ農業協同組合、
穂高地域営農支援センター、安曇野市水田農業推進協議会、
佐原養豚場、（オブザーバー）安曇野市、県松本地方事務
所、県松本農業改良普及センター

供試品種

キヌヒカリ　　2.1ha

①飼料用米の流通、保管、調製に係る実証調査

◆主食用米との区分を図るため、生産者は組織に限定した
栽培。
◆ＪＡ倉庫から粉砕工場までの移送は、ＪＡの手配により
確保し実施。

②飼料用米の給与による家畜・畜産物への影響調査
（畜産物の成分分析を含む）

試験設計：配合飼料に10％配合。肥育豚に対して
120日齢から出荷まで給与。

調査項目：①嗜好性　　　　　　　

飼料用米生産面積

2.1ha

取組内容

取組の概要
②肉質調査（増体重、枝肉重量、肉質等級）
③肉質分析（オレイン酸）

③飼料用米を利用した畜産物の普及活動

◆飼料用米栽培ほ場への看板設置
◆飼料用米解説のパンフレット作成（飼料用米給与のススメ）
◆飼料用米給与豚の試食会
（飼料用米を給与した豚の飼育発表会並びに豚肉試食会）
◆消費者を産地に招き、稲刈り体験の実施

取組によってわかったこと

１．調製・保管・流通について、次のことがわかりました。

■粉砕・配合工場までの移送は、破袋等の事故もなく実施
できました。
■生産現場については、異品種混入防止のため、不特定多
数の生産は難しいと思われます。
■畜産農家の購入希望価格と水稲農家の納入希望価格にギ
ャップがあるため、米政策に基づく継続した助成金確保
が必要と思われます。
■保管・出庫・輸送・粉砕などの経費がかかり飼料用米の
再生産価格の維持に課題を残しました。

2．家畜・畜産物への影響について、次のことがわかりました。

■飼料用米を給与した豚の発育のほうが若干上回りました。
■エサとして嗜好性では、よく食べ、選別して残すことは
ありませんでした。
■飼料用米給与による肉質の改善・変化・ 厚脂・薄脂、
ガリ等の格落ちは認められませんでした。
■試食会での食べ比べでは、参加者からは、飼料用米給与
豚の方がおいしい（特に脂があっさりしている）との意
見が出されました。
■オレイン酸の増加は認められませんでした。

3．普及活動について、次のことがわかりました。

■飼料用米を給与するという取組の意義（国産飼料であるこ
とや、水田の維持ができること等）から、食味（おいしい
との評価）に至る、全体の流れについて高い関心を得てい
ます。
■取組は生協を通じて浸透し始めており、実際の豚肉供給及
び商品販売が開始されています。
（商品名：お米そだちの「みのりぶた」）

長野県 安曇野飼料用米導入定着化推進協議会
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4．今後の飼料用米の取組予定などについて

■ＰＲ活動の中では、特に、試食会の取組が効果が高かった
と思われます。
なぜなら、広報媒体を通じたＰＲができたからです。

■本年度も昨年同様の取り組みを維持していく予定です。

県松本農業改良普及センター　砂場

参考データ・写真等

飼料の質が肉質に影響しやすい
出荷前50日間に給与

肥育後期の肥育豚に飼料用米10％配合を給与
（体重70kg以上で120日齢から180日齢）

粉砕された玄米が10％配合された、
肥育豚配合飼料

〈クローラータイプの専用収穫機〉 

〈破砕した飼料用米〉 

〈収穫調製でロール成形した飼料イネ〉 

〈飼料用米を20％混合した配合飼料〉 
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対象畜種

豚

協議会構成員

長野県農協直販(株)、(農)戸狩サンファーム、北信州み
ゆき農業協同組合、イトウ製麦
（オブザーバー）飯山市、県北信地方事務所、県北信農
業改良普及センター、ＪＡ長野県営農センター

供試品種

コシヒカリ　　3.7ha

①飼料用米の流通、保管、調製に係る実証調査

◆主食用米との区分を図るため、生産者は組織に限定した
栽培。
◆ＪＡ倉庫から粉砕工場までの移送は、ＪＡの手配により
確保し実施。

②飼料用米の給与による家畜・畜産物への影響調査
（畜産物の成分分析を含む）

試験設計：配合飼料に10％配合。肥育豚に対して
120日齢から出荷まで給与。

調査項目：①嗜好性　　　　　　　
②肉質調査（増体重、枝肉重量、肉質等級）

飼料用米生産面積

3.7ha

取組内容

取組の概要
③肉質分析（オレイン酸）

③飼料用米を利用した畜産物の普及活動

◆飼料用米解説のパンフレット作成（飼料用米給与のススメ）
◆飼料用米給与豚の試食会
（飼料用米を給与した豚の飼育発表会並びに豚肉試食会）

取組によってわかったこと

１．調製・保管・流通について、次のことがわかりました。

■粉砕・配合工場までの移送は、破袋等の事故もなく実施
できました。
■生産現場については、異品種混入防止のため、不特定多
数の生産は難しいと思われます。
■畜産農家の購入希望価格と水稲農家の納入希望価格にギ
ャップがあるため、米政策に基づく継続した助成金確保
が必要と思われます。
■保管・出庫・輸送・粉砕などの経費がかかり飼料用米の
再生産価格の維持に課題を残しました。

2．家畜・畜産物への影響について、次のことがわかりました。

■発育に目立った差はありませんでしたが、枝肉平均重量は
飼料用米給与豚のほうが0.7kg上回りました。
■エサとして嗜好性では、よく食べ、選別して残すことはあ
りませんでした。
■試食会での食べ比べでは、参加者からは、飼料用米給与豚
の方がおいしい（特に脂があっさりしている）との意見が
出されました。
■オレイン酸の増加は認められませんでした。

3．普及活動について、次のことがわかりました。

■飼料用米を給与するという取組の意義（国産飼料であるこ
とや、水田の維持ができること等）から、食味（おいしい
との評価）に至る、全体の流れについて高い関心を得てい
ます。
■取組は生協を通じて浸透し始めており、実際の豚肉供給及
び商品販売が開始されています。
（商品名：お米そだちの「みのりぶた」）
■ＰＲ活動の中では、特に、試食会の取組が効果が高かった
と思われます。なぜなら、広報媒体を通じたＰＲができた
からです。

長野県 米豚ブランド化推進協議会
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4．今後の飼料用米の取組予定などについて

■本年度も昨年同様の取り組みを維持していく予定です。

ＪＡ北信州みゆき営農部　高橋

参考データ・写真等

3

8

8.5

9

9.5

10

未粉砕 荒粉砕 

図1　飼料米給与豚の飼料要求率 

図2　脂肪酸中のリノール酸割合（単位：％） 

細粉砕 

未粉砕 荒粉砕 細粉砕 

3.2

3.4

3.6

3.8

〈クローラータイプの専用収穫機〉 

〈破砕した飼料用米〉 

〈収穫調製でロール成形した飼料イネ〉 

〈飼料用米を20％混合した配合飼料〉 
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対象畜種

採卵鶏

協議会構成員

新潟市北区畜産農家、村上市耕種生産組織
（特別会員）村上市、新潟市北区、にいがた岩船農業協
同組合、豊栄農業協同組合、新潟県村上地域振興局、新
潟地域振興局

供試品種

夢あおば　　6.4ha

①飼料用米の流通、保管、調製に係る実証調査

◆主食用米との区分を図るため、生産者は会員（生産組織）
に限定した栽培。
◆収穫物は個々の農家で乾燥調製後、低温倉庫に保管。
◆ＪＡ北蒲みなみ京ヶ瀬低温米穀保管庫から畜産農家まで
の移送は、畜産農家自らが実施。

②飼料用米の給与による家畜・畜産物への影響調査
（畜産物の成分分析を含む）

試験設計：採卵鶏(概ね210日齢)に対して、自家配合飼料
のうち、トウモロコシを全量飼料米に代替した
飼料を給与。

飼料用米生産面積

6.4ha

取組内容

取組の概要
概ね210日齢から概ね340日齢まで給与。

調査項目：卵殻強度、ハウユニット、卵黄色、卵の水分、
タンパク質、脂質、灰分、炭水化物、エネルギ
ー、脂肪酸組成、コレステロール

取組によってわかったこと

１．調製・保管・流通について、次のことがわかりました。

■乾燥・調製を耕種農家が実施したため、秋作業が集中し
労働過重の傾向となった。
■トウモロコシ価格と比較し、高くなる要因として乾燥・
調製に経費がかかる。その対応策として、籾米での給与、
フレコンバックの利用を検討する必要があると思われた。

2．家畜・畜産物への影響について、次のことがわかりました。

■飼料用米の嗜好性は良好で、摂取量についてはトウモロコ
シと同量と思われる。
また、産卵率への影響はないと思われた。

■卵黄色以外の卵殻強度、ハウユニットはトウモロコシを使
用する自家配合飼料よりも高い数値となった。
■卵中のコレステロール値は、飼料用米全量代替自家配合飼
料の給与前後で、給与後のほうが数値が増加した。
■卵中のリノール酸などn-6系多価不飽和脂肪酸含有率は給
与前後で低下した。
■飼料用米を給与し生産された卵を直接販売している顧客か
らは、卵黄色の低下に関するクレームはなく、むしろ「卵
白が濃厚になった」「味がよくなった」等　の好意的な意
見が多く寄せられている。

3．今後の飼料用米の取組予定などについて

■飼料用米を給与するようになり、卵質が１ランクアップし
たように感じている。今年は給与内容等を検討し、より一
層のレベルアップを図りたい。（新潟市　Ａ養鶏農家）
■運搬や保管の方法を検討し、さらなるコストダウンに努め
たい。（新潟市　Ｂ養鶏農家）
■飼料用米を利用した畜産物の認知度を高めるための活動に
も取り組んでいきたい。（新潟市　Ｂ養鶏農家）
■今年は収量アップを目指したい。（村上市　Ａ生産組織）
■飼料用米を収穫した後の稲ワラについても粗飼料として利
用でき、飼料自給率向上に貢献できたことは取組の大きな
メリット。（村上市　Ｂ生産組織）
■新たに生産組織及び利用養鶏農家が増加し取組が拡大した
ことから、今後ともこの取組が長く続いていくよう期待し

新潟県 村上・豊栄地区飼料用米生産利用推進協議会
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ている。（普及センター）

参考データ・写真等

運搬時荷姿

飼料米給与風景

卵黄色の比較

搬入後の飼料米

低温保管施設での貯蔵
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対象畜種

豚

協議会構成員

養豚農家（畜産農家）、稲作生産組織（耕種農家）、農業
協同組合、飼料用米利活用業者
〔オブザーバー〕 市、県地域機関

供試品種

ふくひびき　　　　2.3ha
関東飼226号　　 0.3ha

①飼料用米の流通、保管、調製に係る実証調査

◆主食用米との区分を図るため、生産者は組織に限定した
栽培。
◆収穫物はＪＡ倉庫に全量集荷
◆ＪＡ倉庫から破砕・粉砕業者までの移送は、飼料用米利
活用業者の手配により確保し実施。

②飼料用米の給与による家畜・畜産物への影響調査
（畜産物の成分分析を含む）

試験設計：主に配合飼料に10％配合。肥育豚に対して
おおむね135日齢から出荷まで給与。

調査項目：脂肪酸組成、融点、水分、粗脂肪、

飼料用米生産面積

2.6ha

取組内容

取組の概要
肉質検査（保水性、伸展率、ドリップ量、pH、
肉色）
官能検査

調査結果：肉質分析により、飼料用米を給与したほうが、
オレイン酸割合が増加し、リノール酸割合が
減少した。
官能検査では、パネラー11名の評価として、
飼料用米給与豚が若干優れていた。

取組によってわかったこと

１．調製・保管・流通について、次のことがわかりました。

■当初、玄米給与で考えていたが、消化率を考慮して、粉
砕処理を実施したため、粉砕、輸送経費が発生した。
■今回は、粉砕業者の厚意により安価となったが、助成が
ないと飼料用米の利用拡大は難しいと感じた。
■一年を通じての供給となることから、夏場の保管管理の
徹底が必要だと思われた。

2．家畜・畜産物への影響について、次のことがわかりました。

■飼料米給与では、若干肥育期間が延長する傾向にあった。
今後は、混合割合、給与時期等の再検討が必要であると思
われた。
■飼料米給与期間において、食い込み量が低下する豚は観察
されなかったと感じた。
■食味試験を実施したところ、参加者からは、飼料米給与豚
がおいしいとの意見が出された。
■脂肪色がやや白くなった。（脂肪融点が低下した感じがす
るとの声があります）
■飼料米を給与するとオレイン酸が増加する一方でリノール
酸がやや低下した。

3．今後の飼料用米の取組予定などについて

■耕種農家サイドの生産メリットが見出せないことと、給与
した畜産物の有利販売が非常に難しいことなどから、残念
ながら21年度は取り組む予定はありません。
■今後、飼料用米を給与する畜産農家のメリットも含め、耕
種農家サイドの水田フル活用の観点から、生産現場で有効
な手段の構築が必要であると思われます。

胎内市飼料用米利用協議会　事務局（JA）

新潟県 胎内市飼料用米利用推進協議会
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参考データ・写真等

ふくひびき成熟期の状況 飼料用米の破砕状況（配合飼料に混合して給与）
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対象畜種

養鶏

協議会構成員

畜産農家、耕種農家、いなば農業協同組合
（オブザーバー）北陸農政局富山農政事務所、富山県高
岡農林振興センター、富山県農業技術課広域普及指導セ
ンター、小矢部市

供試品種

てんたかく　　　13.0ha

①飼料用米の流通、保管、調製に係る実証調査

◆主食用米との区分を図るため、生産者は組織に限定した
栽培。
◆収穫物はJA乾燥施設に全量集荷（JA倉庫に籾米のまま
保管）
◆ＪＡ倉庫から農家庭先までの移送は、JAいなばが担当。
◆耕種農家庭先にて籾米のまま混合し、給与。

②飼料用米の給与による家畜・畜産物への影響調査
（畜産物の成分分析を含む）

試験設計：配合飼料に7％混合し、採卵鶏に給与
調査項目：採卵個数、卵重、飼料摂取量、資料要求率

飼料用米生産面積

13.0ha

取組内容

取組の概要
卵質検査（卵殻強度、ハウユニット）
卵・成分分析
残留農薬検査

③飼料用米を利用した畜産物の普及活動

◆飼料用米給与であることが分かるラベルを作成
◆イベント会場で使用する飼料用米解説パネル、チラシの
作成
◆アンケートの実施　等

取組によってわかったこと

１．調製・保管・流通について、次のことがわかりました。

■今までになかった流通体系なので、流通に係わる各団体
との綿密な調整が大変重要であること。
■他の食用米との区分を明確にすることが対外的にも重要
であり、今回、 JAの倉庫でフレコンで保管することが
有効であったと思われる。
■食用米との混合を避けるよう、乾燥も完全に分けて実施
したが、収穫時期が重なるため受入量の調整が大変であ
った。
■費用面の問題もあるが、できれば食用米と同様、保管は
保冷倉庫で行う必要がある。

2．家畜・畜産物への影響について、次のことがわかりました。

■成分検査の結果、一般の卵と比べてカロリー・脂質は低め、
たんぱく質は高めである。
■籾を直接給餌することで農薬の影響が心配されたが、農薬
検査の結果、全項目において「不検出」であり特に影響は
なかった。
■一般のものと比べ、白身にねばりがある卵になった。

3．普及活動について、次のことが分かりました。

■昨年11月に開催の市農業祭に出店し、アンケート調
査を行ったところ、卵のパッケージについては、「新
鮮で安全・おいしいイメージがある」「かわいい」「シ
ンプルですっきりしている」等、好意的な意見が多数
寄せられた。
■飼料米って何だろう？」という表題でパネルやチラシ
を作製し、各販売会場や教育の場での利用を進めたこ
とで「小矢部市で循環型農業を進めましょう！」とい
う目標が浸透してきているようである。

富山県 小矢部市飼料用米推進協議会
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■「とれたて小矢部たまご」販売促進用パネルは、生産
者の顔が見えるよう実際に農家の顔写真が掲載されて
おり、新聞に取り上げられるなど少しずつではあるが
県内での認知度は着実に上昇している。卵自体だけで
なく、卵を使用した菓子の販売も進んでいる。

■自給率を上げる目的として有効であるため、今後条件
が揃えば、鶏だけでなく豚や牛についても同様に取り
組んで行きたい。
■普及活動の面では、贈答用及び運搬用パッケージを新
規に作製予定。
■食用米を作ることと比較して、コスト面での改善が必
要である（周辺農家とのトラブルを考えると、低農薬
栽培は可能か。補助事業が今年度 のレベルで維持さ
れていくのか。）
■幅広く取り組むためには、収穫後の保管問題を解決す
る必要がある。大量の飼料用米を個人で保管するのは
困難である。

小矢部市飼料用米推進協議会　会長　大西　義孝

4．今後の飼料用米の取組予定や問題点などについて

参考データ・写真等

「てんたかく」を稚苗移植 飼料用米作付ほ場の表示票

販売促進用チラシ

非常に嗜好性の良い飼料となった。

とれたて小矢部たまごパッケージ外観比較（左がとれたて小矢部たまご）

フレコンにて保管 タンクで一時貯留

バルク車にて攪拌

飼料の状況 卵質調査

店舗での販売店舗での販売促進用パネル設置状況

市農業祭での販売（卵を使用した料理） 市農業祭での販売（とれたて小矢部たまご）
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対象畜種

採卵鶏、種鶏、肉用鶏

協議会構成員

畜産農家、ＪＡ西美濃、笠郷営農センター、岐阜大学、
ＪＡ岐阜中央会、岐阜県農政部畜産課、岐阜県畜産協会、
岐阜養鶏農協

供試品種

ホシアオバ　50.0ha はまさり　24.0ha
クサノホシ　39.0ha 夢あおば　 0.7ha
クサホナミ　32.0ha

①飼料用米の流通、保管、調製に係る実証調査

◆主食用米との区分を図るため、生産者はブロックローテ
ーションにて栽培。
◆収穫物はＪＡ経済センター倉庫に集荷後、大型トラック
で畜産農家へ出荷
◆配合飼料工場から畜産農家への輸送は通常取引として精算

②-1. 飼料用米の給与による家畜・畜産物への影響調査
Ａ．種鶏への給与
試験設計：種鶏用配合飼料に籾米20％配合。

203日齢から336日齢まで給与。
調査項目：生存率、産卵率、卵重、飼料摂取量、飼料要

求率、受精率

飼料用米生産面積

145.7ha

取組の概要

籾米20％給与の種鶏群 指定配合飼料として飼料工
場で製造された籾米20％
の種鶏用配合飼料

岐阜県 岐阜県飼料用米利用促進協議会

調査項目全てにマニュアル以上の成績が出たが、産卵
率と個卵重の優秀さが目立った。

Ｂ．採卵養鶏場で主原料として籾米■対トウモロコシ●
の比較試験

試験設計：籾米対トウモロコシ比を0％：100％の配合
飼料を交差して2種類つくり、産卵成績を見
た。又、生産物の分析を行った。

調査項目：飼料設計の注意点、生存率、産卵率、個卵重、
採卵量
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183日齢～253日齢の試験期間、ＣＰ、ＭＥ等の飼
料設計数値を合わせて行っ たが特に、卵重の乗りが良
かった。

②-2. 飼料用米を利用した畜産物の成分分析
Ａ．籾米たまごの栄養成分分析
試験設計：籾米対トウモロコシ比0％と100％の飼料を給与

した鶏が産卵した卵の栄養成分分析を行った。
調査項目：①五大栄養成分、②脂肪酸組成、③コレステ

ロール値④アミノ酸含量

①五大栄養成分の比較

籾米飼料試験鶏 小ロットの自家配合飼料製
造状況。籾米や米ぬか等の
単味飼料原料投入後攪拌。

試験項目 

エネルギー 

水分 

たんぱく質 

脂質 

炭水化物 

灰分 

ナトリウム 

Kcal/100g 

g/100g 

g/100g 

g/100g 

g/100g 

g/100g 

mg/100g

151 

76.1 

12.3 

10.3 

0.3 

1.0 

140

136 

76.4 

12.8 

9.0 

0.9 

0.9 

151

134 

76.4 

12.8 

8.7 

1.2 

0.9 

148

単位 日本食品標準成分 籾米 トウモロコシ 

日本食品標準成分（五訂）と比較し、たんぱく質は籾
米中心のエサもトウモロコシ中心のエサも多かったが、
脂質が少なく、その分エネルギーが少ない。両方とも、
標準成分との差は認められるが、両者の差はあまりなか
った。

②脂肪酸組成の比較

試験項目 

飽和脂肪酸 

一価不飽和脂肪酸 

多価不飽和脂肪酸 

％ 

％ 

％ 

37.4 

44.8 

20.2

31.5 

48.0 

19.5

32.2 

45.0 

21.9

単位 日本食品標準成分 籾米 トウモロコシ 

飽和脂肪酸は籾米給与群が最も低く、一価不飽和脂肪
酸は籾米が最も多い。この内、オレイン酸の含有量が多
かった。多価不飽和脂肪酸はあまり変わりがなかったが、
籾米のエネルギー不足を補う飼料原料としてリノール酸
を多く含む大豆油添加が作用しているものと思われる。

③コレステロール値の比較

試験項目 

コレステロール 

対日本食品標準 

対トウモロコシ配合 

mg/100g 420 358 

85.2% 

93.0%

385 

91.7%

単位 日本食品標準成分 籾米 トウモロコシ 

食物繊維を多く含む籾米給与群のコレステロール値
が、標準成分と比較し約15％低い。トウモロコシ給与
群に対しても7％の減少が見られ、籾のままで穀物飼料
としてお米を食べさせることが卵質にも大きな効果をあ
げている。

B．籾米たまごの栄養成分分析
試験設計：主原料に籾米のみ配合した飼料とトウモロコ

シのみ配合した飼料をそれぞれ食べた鶏が産
んだたまごの食味官能を比較し、籾米卵の特
色を探った。

調査項目：それぞれのたまごを①スクランブルエッグ、
②温泉卵③ゆで卵、④生卵（卵かけご飯）の
調理をして①外観、②食感、③風味、④総合
評価の4項目で差異を見た。

④アミノ酸組成に大きな差異は見られなかった。

調査項目 

外観 
 
 
 
食感 
 
風味 
 
 
総合評価 

つや 
色の好ましさ 
 
 
 
 
こく 
うまみ 
卵らしさ 

透明感 
つや 
色の綺麗さ 
色の好ましさ 

 
 
 
 
 
 
こく 
うまみ 
卵らしさ 
美味しさ 
嗜好性 

スクランブルエッグ 温泉卵 ゆで卵 生卵（卵かけご飯） 

上記の評価項目全てで籾米たまごはトウモロコシたま
ごと比べ有意に低い評価となった。
その他の項目では有意差は見られず、籾米たまごに対



─ 71 ─

B．飼料米たまごのアンケート
アンケートは12項目。回答者の年齢構成は30代、

40代、50代、60代がほぼ均等になり、男女比率は女
性63％であった。
卵黄色の白さについては、説明があれば美味しそう又

は普通と理解し、88％の回答者が購入すると答えた。
価格差は30～50円高でも買う人の率は78％に達し

た。食料の海外依存についての不安を感じる人は85％
と圧倒的に多く、食の安全性を基準としている。従って
飼料米とその生産物の利用拡大は進めるべきであるとい
う意見が77％と圧倒的であった。

６万名参加の農業フェスティバル 試食コーナー

取組によってわかったこと

１．調製・保管・流通について、次のことがわかりました。

■岐阜県は稲ワラ生産と同時に飼料米をつくる飼料稲栽培
が中心であり、規模も大きく、一箇所で大量の飼料米供
給が可能となってきた。
■耕種農家の農薬使用は初期の除草剤に限り、籾米で家畜
に給与して問題のない方法をとっている。
■追肥をした生産者の収量は多くなった。
■飼料米の取扱い総量は628ｔ（籾米）で、集荷、輸送、
保管の物流について大変心配したが、ＪＡの協力、大型
トラックのフル活用、自家配合養鶏場の保管施設を活用
して乗り切った。
■量が多くなり、梅雨や夏場の保管、流通を乗り切る方法

2．家畜・畜産物への影響について、次のことがわかりました。

■鶏には籾米を給与しても十分に消化する筋胃があり、飼料
米を加工コストをかけないで安価に、長期保存して使える
籾米給与法は養鶏家にとって大きな励みになることが実証
できた。
■籾米20％、60％等の給与試験で、産卵率低下や成績への
低下減少は一切なく、逆に、まだ解明されていない籾米の
栄養価を持っているため良い成績を出している。従って、
飼料コストの絞込みが可能と思われる。
■脂肪酸組成はお米の油脂成分と関連していると思われ、日
本人に適したより健康的な卵となっている。又、卵黄色素
の由来等についてもより啓発が必要と思う。籾米飼料によ
るコレステロール値低下卵は年配者には良い。
■食味官能検査では、従来の卵に馴れた人には違和感がある
ものと思われる。飼料米卵の売り方に工夫が必要と感じた。

■日本の食料自給率が低いこと、日本に溢れている海外
で生産された食品の安全性についてよく問題となって
いる、という認識は日本の消費者にあるが、休耕田や耕
作放棄地、畜産飼料のほとんどが海外依存等々の日本の
農業と食が抱える問題についての詳しい理解は薄い。
■畜産フェアーや農業フェスティバルに来た日本の消費
者にこれらの点を訴え、説明することにより少しでも
理解者を増やせたことは成果と思う。
■飼料米の畜産への活用が、日本の稲作農家へも、地域
で頑張る畜産農家へも大きな福音であり、自給率を高
め、安全性を高める食料生産の最良の方法であること
を、より多くの一般の消費者に理解と協力を得て行く
ことが大切と感じた。
■畜産農家の生産する畜産物を生協やスーパー等の小売
段階でより理解者を増やし、価格面のハンディを少し
でも解消することが大切と思う。
■籾米給与の飼料米たまごは、独特の特色を持っている
ことが分かったので日本人に合う、より健康志向のた
まごとしてＰＲしていきたい。

3．普及活動について、次のことがわかりました。

■引き続き、飼料用米給与実証データの収集を行い、需
要に見合った飼料用米の増産を推進するとともに、取
引や流通のあり方を検討します。
また、飼料用米を利用したたまご等のＰＲを行います。
なお、岐阜県では次のような取組が計画されています。

4．今後の飼料用米の取組予定などについて

して優れた評価もなかった。但し、温泉卵では差異はな
く、受容れ易い調理法となっている。
又、食感ではどの調理法でも受容れられている。
パネラーは20名で、男女比率、年代構成はバランスを

とったが、今後も、繰り返し食味官能検査を行っていく。

③飼料用米を利用した畜産物の普及活動
A．イベント開催
イベント：①岐阜県畜産フェアー（平成20年8月23・

24日）
②岐阜県農業フェスティバル（平成20年10
月25・26日）

実施方法：飼料米たまごを温泉卵とゆで卵に加工し、イ
ベント参加者に「おこめのたまご」として試
食してもらい、飼料米たまごの意義、取組み
について説明し、アンケートに答えていただ
いた。両イベント参加者から1,560名の回
答をいただいた。会場には飼料米サンプル等
展示。

のひとつとして、低温営業冷蔵庫を一部使用しているが
大変なコストアップになっている。
■地産地消の飼料生産と利用を考えた場合、主食用米の保
管施設や技術を流用することによって品質、物量ともに
安定した供給体制が望まれる。
■当面、流通、保管について畜産農家が取り組むとして、
この面のコストアップはトウモロコシ価格と比べ著しく
不利になる。畜産農家の利用推進体制を構築して、助成
も含めてしっかりとバックアップしてほしい。
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参考データ・写真等

平成20年11月養老町

21年度飼料用米給与実証（奥美濃古地鶏）
22～23年度　飼料用米給与実証（ブロイラー、肉用牛）

飼料用給与畜産物の成分分析
24～25年度　岐阜県版給与マニュアルの作成

岐阜県版栽培マニュアルの作成
飼料用米給与畜産物のＰＲ

岐阜養鶏農業協同組合
理事　　後藤　徳彦

平成20年度収穫された飼料米

冷蔵営業倉庫保管中の飼料米

左籾米筋胃　右トウモロコシ筋胃

海津市堀田養鶏園直売所

平成21年６月養老町飼料米苗代
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対象畜種

鶏（採卵鶏）

協議会構成員

畜産農家（株式会社地主共和商会、有限会社せせらぎ）、
耕種農家、野島飼料株式会社、松阪市、松阪農業協同組
合、三重県（松阪農林商工環境事務所、中央農業改良普
及センター、農畜産室）

供試品種

みえのゆめ　17.8ha

飼料用米生産面積

17.8ha

取組の概要
①飼料用米の流通、保管、調製に係る実証調査
【実施方法】
◆調製＝耕種農家が収穫籾を乾燥し、水分15％以下の籾
に調製後、フレコンバックに袋詰めした。
◆保管＝野島飼料株式会社及び県内倉庫で、配合飼料に混
合調製するまでの間、フレコンバックに袋詰めした状態
のままで保管した。
◆流通＝フレコンバックに袋詰めした籾米は、ＪＡ松阪東
部カントリーエレベーターを中継して、保管場所へ運搬
した。

【結果】
◆当初計画よりも収穫時期が遅れ、籾米の出荷開始が遅く
なった。
◆耕種農家においてフレコンバックに番号を記入し、ＪＡ
松阪東部カントリーエレベータで籾米の重量及び水分の
チェックの際に一つずつ照合した。
◆ＪＡ松阪東部ＣＥから保管場所２ヵ所への運搬は運送業
者が行ったが、当初の計画にない変更（雨による出荷中
止、休日出荷）が生じたため、急遽、ＪＡ松阪で一時保
管場所を確保する等して、対応した。

②飼料用米の給与による家畜・畜産物への影響調査
【実施方法】
◆有限会社せせらぎの鶏舎において、ケージ飼いの2列
（採卵鶏300羽）へ籾米を配合飼料の56％混合して給
与した。
◆籾米給与区と既存飼料給与区の鶏卵に対する影響を比較
検討した。

【結果】
◆籾米給与の採卵鶏は、相当にカラーファンが下がること
を予想してコーングルテンミールを2％入れた配合設計
にしたところ、玄米での試験時よりもかなりカラーファ
ンが上がる結果となり、コーングルテンミールを減らす
ようにした。
◆籾米を給与した鶏の卵（飼料米たまご）を別に集荷し、
株式会社地主共和商会において「おこめ美人」に商品化
した。

③飼料用米を利用した畜産物の普及活動
【実施方法】
◆松阪地区飼料用米利用協議会のリーフレットを作成し、
協議会が飼料米を用いた鶏卵の生産普及に努めているこ
ととともに、飼料米たまご（商品名「おこめ美人」）を
ＰＲした。
◆卵パックにもラベルを封入した。

取組体制

取組内容

三重県 松阪地区飼料用米利用協議会
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【結果】
◆リーフレットとラベルを印刷・配布し、併せて店頭等で
消費者へのＰＲに努めた。
◆飼料米たまごの販売状況は、 直売所での販売とともに
新規の販売ルートも探り、開拓しつつある。

取組によってわかったこと

１．調製・保管・流通について

■飼料用米の収穫時期（9月中下旬）が天候不順な時期と
重なるため、現在の飼料用米の栽培体系の検討が必要。
■フレコンバックごとに重量が異なるため、運搬及び保管
の業者に対する重量報告が大変難儀であった。重量の統
一が可能ならば省力化を図ることができるが、その場合、
耕種農家における作業負担がかなり大きくなる。
■保管場所が遠く、運搬に複数の業者が介在したため、連
絡方法に課題が残った。

2．家畜・畜産物への影響について

■籾米給与で当初、カラーファンに予想外の結果が出たが、
飼料の配合設計の変更により解消した。

3．普及活動について

■飼料米たまごに付加価値をつけて販売しようと思った場
合、その趣旨の理解と価格の問題が大きいため、どうし
ても時間がかかる。
■今後もＰＲの努力を継続していく。

4．今後の飼料用米の取組予定

■引き続き、非主食用米を前年並みに作付けし、収穫した
籾米を採卵鶏へ給与する。
■高付加価値・特殊卵の生産を続けるが、配合飼料割合や
給与方法については卵の販売状況を勘案して決定する。
■関係機関で消費者へのＰＲ等について協議し、取組を支
援していく。

三重県農水商工部農畜産室　鷲野　高明

参考データ・写真等

平成20年度の実証
左：コシヒカリ、右：みえのゆめ（飼料用米）（平成20年8月21日撮影）

飼料用米の給与（鶏舎内）

実施状況検討会（平成20年10月30日撮影）
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対象畜種

採卵鶏

協議会構成員

（有）木次ファーム、ＪＡくにびき、ＪＡやすぎ、ＪＡ
いずも、ＪＡ西いわみ、島根県養鶏協会、ＪＡ島根中央
会、全農島根県本部、ＪＡ西日本くみあい飼料（株）島
根営業所、島根県（オブザーバー）

供試品種

8品種（タカナリほか） 18.0ha

飼料用米生産面積

18.0ha

取組の概要

取組内容

①飼料用米の流通、保管、調製に係る実証調査

◆地域の実態を踏まえ、JAごとに実情に応じた方法での
調製・保管を行いました。
◆出荷単位は10tとし、輸送の効率化を図りました。
◆飼料米（玄米）は、自家配合により配合飼料に混合しま
した。

②飼料用米の給与による家畜・畜産物への影響調査
（畜産物の成分分析を含む）

【試験設計】
◆飼料米（玄米）を約10%配合した飼料を、採卵鶏（10
～16か月令、7～10か月令）に給与。
◆飼料米を配合した飼料は、玄米を使用しない場合の飼料
成分と同等になるよう設計。
◆給与羽数：3万羽（1.5万羽×2ロット）
【調査項目】
◆家畜への影響：産卵率、産卵量、平均卵重、飼料給与量

など
◆卵質への影響：卵黄色、ハウユニット、肉班、血斑など

※上記項目について、飼料米を給与しな
い区（前年の同一ロット）と比較

◆卵の成分分析：水分、たんぱく質、脂質、灰分、アミノ
酸、脂肪酸組成、ビタミン（A,B12,D,E）、
コリン、葉酸、ルテイン、コレステロール
※飼料米給与区と、対照区（通常飼料、
栄養強化）とで成分を比較

③飼料用米を利用した畜産物の普及活動
◆飼料米生産利用の取組についてのパンフレットを作成・
配布
◆イベント等で、飼料米を給与した鶏卵の試食・アンケー
トを実施

取組によってわかったこと

１．調製・保管・流通について、次のことがわかりました。

■乾燥後の水分を13.8％に設定して乾燥処理を行いまし
たが、目標水分に達するまでには、食用米（15％程度）
と比較して、非常に長い乾燥時間を要し、電気・灯油等
のコストがかかりました。
■保管については、各ＪＡの施設において行いましたが、
保管場所が複数となったために、養鶏農家とＪＡとの出
荷調整や、サルモネラ等の検査やサンプリングについて、
労力を要しました。
■流通については、10ｔ単位での輸送を行ったことによ
り、コストの低減が図られました。しかし、出荷量の少
ないJAについては、個別に輸送を行ったため、その分
コストが高くなりました。
■以上のことから、①乾燥調製のコスト低減、②保管・流
通体制の効率化の2点が課題として挙げられました。

島根県 飼料米利用推進協議会
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2．家畜・畜産物への影響について、次のことがわかりました。

【家畜への影響】
■産卵成績については、飼料米給与による差は認められま
せんでした。
■嗜好性、喧騒性、糞の状態等についても特に変化は感じ
られず、良い状態で調査期間を経過しました。

【畜産物への影響】
■ハウユニット値、卵殻厚については、特に変化は認めら
れませんでした。
■卵黄色については、飼料中のキサントフィル含有量を調
整したため、薄くなることはなく、逆にやや濃い傾向が
見られました。

【卵の成分】
■全体的には、対照とほとんど変わらない結果でした。
■不飽和脂肪酸のうちリノレン酸の割合が増え、コレステ
ロールが少ない傾向がありました。健康志向の消費者に
評価されることが期待されます。
■アミノ酸では、うまみ成分であるグルタミン酸、アスパ
ラギン酸が多い傾向が見られました。このことから、特
に白身が「おいしい」という評価を受ける可能性があり
ます。

3．普及活動について、次のことがわかりました。

■アンケートの結果から、一般消費者における飼料米に対
する認知度は低く、飼料米生産利用の取組とその効果に
ついて、継続してＰＲすることが必要と思われました。
■価格については、通常購入している卵と同等を望む意見
が過半数でしたが、値段が高くても買うという意見もあ
りました。
■関係者へのアンケートからは、高い価格帯での販売を行
うためには、「飼料米を給与した」ことのアピールだけ
でなく、通常の卵との差別化を図ることも検討すべきで
あるとの意見がありました。
■また、栄養成分等、消費者に対するメリットについても
明確化することも課題として挙げられました。

4．今後の飼料用米の取組予定などについて

■Ｈ21年度は、飼料米栽培面積、給与農家を拡大して取
り組みます。
■目標水分を主食用水稲と同等の15％とすることによっ
て乾燥時間を短縮するとともに、カントリーエレベータ
等の品質管理が可能な施設での保管を行うことで、乾燥
調製のコスト低減を図ります。
■個々のＪＡによる保管ではなく、拠点施設における集約
保管・出荷体制を構築し、保管・流通体制の効率化を目
指します。

参考データ・写真等



─ 77 ─

対象畜種

採卵鶏

協議会構成員

畜産農家：（有）福田ファーム　生産農家：（農）農三、
いずも農業協同組合、全農島根県本部、西日本くみあい
飼料、島根県

供試品種

タカナリ　0.8ha

飼料用米生産面積

0.8ha

取組の概要

取組内容

①飼料用米の流通、保管、調製に係る実証調査

◆養鶏農家の依頼に応じて耕種農家が必要量を生産
◆耕種農家の自家乾燥で西日本くみあい飼料へ運送
◆西日本くみあい飼料は、籾重量の測定、保管、配合を請
け負う。
◆籾重量分だけ工場出荷量を減量して、斐川営業所で差分
の籾をバルク車に投入

②飼料用米の給与による家畜・畜産物への影響調査
[目的]
◆飼料米（玄米）を約10%配合した飼料を、採卵鶏（10
～16か月令、7～10か月令）に給与。

【実施期間】

◆平成20年9月から平成21年2月
[実施方法]
（1）産卵成績

養鶏農家の地元である久多美地区で生産された飼料米
（籾給餌タカナリ）を5～10％IPマッシュに配合し、産
卵率、産卵量、体重を調査した。
①無給期間から調査を開始し、②5％期間（1ヶ月）、次
に③④5％と10％（それぞれ2ヶ月間）を追跡し、飼料
米の無くなった後の⑤無給期間（1ヶ月）の計5回を調
査し対象区と比較した。

（2）卵質検査
卵質は、食品安全検査機構に検査を依頼し、卵重、卵
殻強度、卵殻厚み、HU、YCFの検査を2週間を目安に
8回行ない対象区と比較した。

③飼料用米を利用した畜産物の普及活動
◆短期間の給餌であったため、普及活動は当初から計画し
ていなかった。
◆量的にも少なく本格的な販売は出来なかった。
◆生協での試食や県職員さんの文化際で販売宣伝した。

取組によってわかったこと

１．調製・保管・流通について、次のことがわかりました。

■主食玄米を想定する生産農家で籾出荷するためには、製
造ラインから籾摺機を外す必要があります。この事によ
って生産農家では、重量の測定が出来なくなります。
■養鶏農家要望のフレコン出荷は、相当に大型の担い手農
家でなければ、ユニックやリフト、パレット等の設備が
無ければ対応できません。
■籾保管すれば過剰な乾燥は必要なく、籾摺りの労力も削
減可能になります。
■配合方法は、バルク車に添加することとしたが、まずま
ずの混ざり具合ではありますが、工場でのミキシングが
望ましいようです。
■飼料メーカーの工場では、玄米配合しか出来ないらしく
工場での籾配合ができるよう改善していただきたい。
■JAのCE等の対応でなければ、主食用との混入問題の回
避や小規模農家での飼料米の作付が出来ず、面積拡大は
難しいでしょう。

2．家畜・畜産物への影響について、次のことがわかりました。

■産卵成績、体重、卵質いずれにも大きな変化は見られ
ませんでした。

島根県 久多美飼料米協議会
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■玉子の成分分析も行ないましたが、ビタミンB12を
除くほとんどの栄養成分が僅かに低下し、飼料米の給
餌割合が高いほどこの傾向がありました。しかし問題
になるほどの栄養成分の低下では、ありませんでした。
■籾の未消化が心配されましたが、鶏糞に変化はありま
せんでした。
■可食量にも変化はありませんでした。

3．今後の飼料用米の取組予定などについて

■今回の久多美協議会での試験では、西日本くみあい飼
料の厚意により保管場所の確保や籾配合を臨時に対応
することがなんとか可能になりましたが、一般流通す
るとなれば画一された生産・流通ルールが必要になり
ます。
JAいずもでは、平成21年度に60ha、平成23年

には、150haまで作付面積の拡大を計画しています
が、養鶏農家の飼料給餌拡大の要望や耕作放棄地解消
を実現するためには、小規模農家の作付を推奨する必
要があります。主食との混入の問題やフレコン出荷の
問題、乾燥設備の無い農家への対応には、JAがCE等
の施設を整備し、飼料米用乾燥調製貯蔵施設を用意す
ることが必須と考えています。耕畜農家のマッチング、
飼料メーカーや関係機関連携等々……JAの役割は重
要と考えています。
飼料米の生産は、農業の中の様々な部門はもちろん

ですが、地域活性化や生活環境にまで好影響を与える
事が期待されていますが、登録農薬が少ないことや残
留農薬の基準値の設定、飼料工場での籾配合、現場段
階での栽培技術・指針の確立等々まだまだ課題は山積
であります。
生産コストや流通経費にかかる行政支援の拡充・継

続と強力な指導を宜しくお願い致します。

ＪＡいずも営農部営農企画課　原田　透
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対象畜種

肥育牛

協議会構成員

畜産農家、耕種農家、岡山東農業協同組合、フタバ飼料
株式会社、和気町、岡山県備前県民局、岡山県東備農業
普及指導センター

供試品種

アケボノ　7.2ha

飼料用米生産面積

7.2ha

取組の概要

取組内容

①飼料用米の流通、保管、調製に係る実証調査

◆フタバ飼料倉庫から畜産農家までの移送は、畜産農家が
実施。
◆畜産農家で配合し、TMRとして給与を実施。

②飼料用米の給与による家畜・畜産物への影響調査
◆飼料分析結果１（籾サイレージ）
水　分　 61.2％　　ＮＦＥ　　22.7％
粗蛋白　 6.7％　　粗灰分　　 1.9％　
粗脂肪　 2.6％　　ＡＤＦ　　 6.3％
粗繊維　 4.6％　　ＮＤＦ　　 7.8％

◆飼料分析結果２（TMR）
水　分　　29.7％　　ＮＦＥ　　38.8％
粗蛋白　　12.4％　　粗灰分　　 4.0％　
粗脂肪　　　3.3％　　ＡＤＦ　　15.0％
粗繊維　　11.5％　　ＮＤＦ　　23.8％

◆調査項目：籾の消化性、嗜好性

③飼料用米を利用した畜産物の普及活動
◆飼料用米の供給を受けた肥育牛農家は、独自に『備前牛』
ブランドで出荷していますが、そのブランド要件に飼料
用米の給与は謳っていません。
◆今後、配合割合が高まれば、要件に加えることも検討し
ています。

取組によってわかったこと

１．調製・保管・流通について、次のことがわかりました。

■籾を乾燥せずにサイレージ加工が可能でした。
■籾殻の破砕を行わなくても、発酵調製して1週間後には、
籾殻を指で押しつぶせるほど柔らかくなりました。
■糞に未消化な籾が出ることはありませんでした。
■サイレージ化するため、収穫的に天候に左右されない利
点があります。

2．家畜・畜産物への影響について、次のことがわかりました。

■籾サイレージを利用した飼料は、嗜好性が高く、今後飼
料として有望と思われます。
■肥育牛の体調に影響はみられませんでした。

3．普及活動について、次のことがわかりました。

■転作作物の中でも、飼料用米は耕種農家が今までの作業
体系を変えずに取り組むことが可能であり、水田の機能
も維持もできることから、高い関心を得ています。
■消費者の食の安全安心への関心の高まりや、輸入飼料価
格の高騰の影響等により国産飼料への要望が高まってい
ます。

4．今後の飼料用米の取組予定などについて

■和気町で飼料用米の供給を受けている肥育牛農家は非常
に大規模であるため、まだまだ受入能力があり、更なる
生産拡大を望んでいます。

岡山県 和気町飼料米利活用協議会
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■近隣市の採卵鶏農家が飼料用米の受入を希望しています
が、耕種農家との繋がりがないため、関係指導機関が仲
介役となり、耕畜連携を推進していく予定です。
■ＪＡ岡山東では黒大豆の生産が盛んでしたが、販売単価
の低迷により生産意欲が低下しています。そこで、黒大
豆に代わる転作作物として飼料用米がクローズアップさ
れており、推進の好機が訪れています。

事務局：JA岡山東和気営農物流センター　片山

参考データ・写真等

収　穫

調　製

給　与

計　量

籾入りサイレージ

収穫～給与の流れ
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対象畜種

採卵鶏

協議会構成員

畜産農家、耕種農家、倉敷かさや農業協同組合、笠岡市、
岡山県備中県民局、井笠農業普及指導センター

供試品種

タカナリ　0.5ha

飼料用米生産面積

0.5ha

取組の概要

取組内容

①飼料用米の流通、保管、調製に係る実証調査

◆主食用米との区分を図るため、生産者は組織に限定した
栽培。
◆収穫物は、組合員の個人ミニライスセンタ－で乾燥・調
製。籾5ｔ(玄米4ｔ)。
◆運搬は、畜産農家の倉庫で、飼料運搬車内に10％混合
し、畜産農家の農場まで搬送。4回（11/28、12/2、
12/8、12/12）

②飼料用米の給与による家畜・畜産物への影響調査
（畜産物の成分分析を含む）
試験設計：飼料用米を籾の状態で、配合飼料に10％混合

(玄米ベース)。
採卵鶏3.5万羽に対して8～12週齢まで給与。

調査項目：発育調査、死亡率調査、費用比較

取組によってわかったこと

１．調製・保管・流通について、次のことがわかりました。

■乾燥作業は一般米と同様であるが、一般米への混入を防
ぐため、乾燥後の清掃を十分に行う必要がある。特にタ
カナリの粒形は、やや長粒であったため大変労力を要し
た。コンバインの清掃も同様であった。
■フレコンバックの運搬には、フォ－クリフト等が必要で
あるが、耕種農家、畜産農家ともに所有していたので、
問題はなかった。
■飼料運搬車内に配合するためには、10t車上までつり上
げられるフォ－クリフトが必要であったことから、近隣
の運送会社の機械を利用した。畜産農家の状況に応じた
運搬・配合体系が必要である。

2．家畜・畜産物への影響について、次のことがわかりました。

■採卵鶏に籾の状態で給与したが、発育と体調に問題は見
られなかった。また、糞の中にも籾殻・玄米が見られな
かったことから、給与方法としては、籾の状態でも支障
がないことが確認された。

3．普及活動について、次のことがわかりました。

■地域での認識が広まった。飼料用米を給与するという取
組の意義（国産飼料であることや、水田の維持・活用が
できること等）から、取り組み農家が拡大した。

4．今後の飼料用米の取組予定などについて

■平成18年から地域の畜産農家と耕種農家が連携して、
飼料用米の研修会等を開催していたが、価格面等での大
きな課題とともに関係機関等の支援体制等も十分ではな
かった。
■平成20年からは、各種事業、生産調整のメリット措置
などの支援充実がなされたことから、組合を設立して栽
培に取り組んだ。
■今後は、徐々に組合員、生産面積の拡大をすすめ、地域
全体での取り組みとしていきたい。

畜産農家　坂本産業株式会社
耕種農家　三宅　勝二、高崎　拓志

ＪＡ倉敷かさや笠岡営農センター　今城　真人

岡山県 北川飼料米生産組合
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笠岡市役所　古宮　　誠
井笠農業普及指導センター　佃　　博志

参考データ・写真等

北川飼料米生産組合の取り組み概要

収穫（10/7、10/22） 乾燥・袋詰め（10/8、10/23）

トラックスケール計量（10/8、10/23） 搬入・保管（10/8～12/12）

飼料運搬車内に配合（11/28､12/2､12/8､12/12） 配合飼料



─ 83 ─

対象畜種

採卵鶏

協議会構成員

耕種農家、畜産農家、津山農業協同組合、津山市、美作
市、岡山県美作県民局、岡山県津山農業普及指導センター

供試品種

タカナリ　2.3ha

飼料用米生産面積

2.3ha

取組の概要

取組内容

①飼料用米の流通、保管、調製に係る実証調査

◆主食用米との区分を図るため、生産者は組織に限定した
栽培。
◆保管場所から畜産農家までの移送は、畜産農家が実施

②飼料用米の給与による家畜・畜産物への影響調査
試験設計
対　　象：採卵鶏
実施方法：試験区として、給与量の20％を飼料米に置き

換えた区を設け、通常の配合飼料給与区を対
照区とした。

試験期間：平成21年3月1日～平成21年3月31日
調査項目：採食量、産卵率、事故率

結　　果
飼料米の嗜好性は非常に良く、対照区と遜色なかった。
事故もなかった。卵重に差はなかったが、産卵率は若干
低下する傾向があった。

考　　察
卵重に大きな差は見られなかった。しかし、産卵率が
低下する傾向が認められたため、今後は飼料成分の調整
を行うなど、飼料米の有効な給与方法を探る必要がある
と思われた。

取組によってわかったこと

１．調製・保管・流通について、次のことがわかりました。

■乾燥・調製・保管等の作業は、食用米を扱う場合と同じ
工程であったので、事故等もなくスムーズに実施できま
した。
■生産現場については、異品種混入防止のため、不特定多
数の生産は難しいと思われます。

2．家畜・畜産物への影響について、次のことがわかりました。

■卵重に大きな差はありませんでした。産卵率については、
若干低下する傾向が見られました。
■飼料要求率は21年度に調査する予定ですが、現時点で
は、ほとんど差は感じられません。

3．今後の飼料用米の取組予定などについて

■タカナリという品種を使ったが、黄熟期の籾と乳熟期の
籾が混在する期間が長く、刈り取り時期の判断が難しか
った。また脱粒性が高く、籾の収穫ロスが多かった。
■飼料米の配合飼料への混合は手作業となったため、多く
の労力を必要とした。今後、飼料米の普及を図るために
は配合飼料メーカー等で混合出来るような体制を整備し
ていただくことが重要と思われる。

岡山県 津山飼料米利活用組合
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参考データ・写真等

多収米“タカナリ” 飼料米収穫状況

飼料米保管状況 飼料米の給与状況
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対象畜種

豚

協議会構成員

畜産農家、四万十農業協同組合、（有）営農支援センタ
ー四万十、 JA西日本くみあい飼料、四万十町農林水産
課、高知県西部家畜保健衛生所高南支所 等

供試品種

クサホナミ　　0.5ha
クサノホシ　　0.5ha

飼料用米生産面積

1.0ha

取組の概要

取組内容

①飼料用米の流通、保管、調製に係る実証調査

◆主食用米との区分を図るため、生産者は組織に限定した
栽培。
◆収穫物はカントリーエレベーターに全量集荷
◆ＪＡ倉庫から粉砕工場までの移送は、飼料会社の手配に
より確保し実施。

②飼料用米の給与による家畜・畜産物への影響調査
（畜産物の成分分析を含む）
試験設計：配合飼料に20％配合。肥育豚に対して出荷前

までの2ヶ月間給与。
調査項目：①発育（増体）調査

②嗜好性の調査

③格付け
④畜産物の理化学分析
⑤食味アンケート調査

③飼料用米を利用した畜産物の普及活動
◆飼料用米給与豚の試食会
◆マスコミへの取組み情報提供（新聞、TVでの紹介）等

取組によってわかったこと

１．調製・保管・流通について、次のことがわかりました。

■飼料専用品種を栽培し、食用米より作付け時期を遅らせ
ることにより、食用米との区分管理（流通・保管）が可
能であることが実証された。
但し、一般食用米の収穫時期が年々遅くなってきており、
作業時期の分散が困難になることが懸念される。
■飼料用米の作付を拡大したときの区分管理や保管場所の
確保が課題。
■H20年度は、収穫時の天候が悪く、水分含量が高かっ
たため乾燥調製費がかかった。
適期収穫の見極めが課題として残った。
■H20年度は倒伏が多く、収量が伸びなかった。
飼料専用品種の適正施肥など栽培技術の検討や、低コス
ト・多収技術の確立・普及が課題として残った。

2．家畜・畜産物への影響について、次のことがわかりました。

■増体は、飼料米給与区の方が雌雄ともに良かった。
飼料要求量は飼料米給与区の方が小さかった。
■厚脂になり枝肉の格付けは下がった。
■豚肉の成分分析では、通常の飼料給与区と比較し、赤身
中の脂肪分が多く、噛みごたえがあるという結果になった。
旨み、香り成分では、大きな差異は見られなかった。
■試食会では、「赤身がきれいで、ほどよい脂。食感が柔
らかい」「肉本来の味が強い」など高評価が得られた。

3．普及活動について、次のことがわかりました。

■試食会では、「赤身がきれいで、ほどよい脂。食感が柔
らかい」「肉本来の味が強い」など高評価が得られた。
■飼料米生産の取組みに関する情報発信（新聞、TV等）
や試食会を通じて、地域内外へのPRにつながった。
※普及活動は、Ｈ21年度から具体的に取り組む予定。

高知県 四万十農協飼料米活用研究会
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参考データ・写真等

飼料用米の田植え

4．今後の飼料用米の取組予定などについて

■飼料米の低コスト生産や流通・加工
体系の検討
■飼料米の給与方法の検討
■畜産物の評価
■飼料米の取組みや飼料米を給与した
畜産物のPR活動
○パンフレットの作成・配布
○試食会の開催
○食味等に関するアンケート
調査の実施

■取組みに関する経営評価と改善

ＪＡ四万十営農推進課　横山　泰久

飼料用米の収穫

みどり市での米豚試食会

JA会館での米豚試食会
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対象畜種

豚

協議会構成員

養豚農家、耕種農家、ＪＡ糸島
（オブザーバー） 前原市、二丈町、福岡地域農業改良普
及センター、福岡農林事務所

供試品種

タチアオバ　　5.2ha
タカナリ　　　1.2ha

飼料用米生産面積

6.4ha

取組の概要

取組内容

①飼料用米の流通、保管、調製に係る実証調査

◆耕種農家が自己所有施設で籾すりまで行い、ＪＡ低温倉
庫に搬入・保管
◆養豚農家は順次倉庫まで引き取りに来て、農場で粉砕後、
配合・給与。

②飼料用米の給与による家畜・畜産物への影響調査
（畜産物の成分分析を含む）
試験設計：配合飼料に12％配合。肥育豚に対して仕上

げの１ヶ月間給与。
調査項目：飼料用米の配合割合、給与量、嗜好性、出荷

月齢、枝肉重量、格付け

取組によってわかったこと

１．調製・保管・流通について、次のことがわかりました。

■調製・流通・保管の段階で、大きな問題は生じませんで
した。
■耕種農家所有施設における乾燥～籾すりまでの間の保管
スペースとＪＡ低温倉庫の保管スペースに限界があるた
め、取組みの拡大は難しいと思われました。

2．家畜・畜産物への影響について、次のことがわかりました。

■飼料用米配合飼料の嗜好性は従前の飼料と変わりません
でした。
■飼料用米給与豚において肥育期間が少し伸びる傾向が見
られました。
■食味試験においては、食感の違いが顕著に現れました。
参加者からは、飼料用米給与豚の方がやわらかくて美味
しい、従前飼料給与豚の方が歯ごたえがあって良い等の
意見が出されました。
■脂肪色、肉色とも飼料用米給与豚の方が白くなりました。

3．今後の飼料用米の取組予定などについて

■今年度も昨年度同様の取組みを実施します。飼料用米の
栽培や給与方法等未だ手探りの状態の中で取組んでいま
す。今後の定着のために、取組みに対する継続的な助成
とともに技術の早期確立・普及が望まれます。また、販
売面で飼料用米給与豚をどのように位置付けて行くのか
が今後の検討課題です。

ＪＡ糸島営農部農畜産課　山上　利治

福岡県 糸島飼料用米研究会
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参考データ・写真等

従前飼料給与豚（バラ）

従前飼料給与豚（ロース）

飼料用米配合飼料給与豚（バラ）

飼料用米配合飼料給与豚（ロース）
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対象畜種

肉牛

協議会構成員

畜産農家、耕種農家、菊池地域農業協同組合、菊池市、
合志市、大津町、菊陽町、熊本県菊池地域振興局　等

供試品種

ヒノヒカリ　　11.0ha
ニシアオバ　　 1.0ha

飼料用米生産面積

12.0ha

取組の概要

取組内容

①飼料用米の流通、保管、調製に係る実証調査

◆主食用米との区分を図るため、生産者は組織に限定した
栽培。
◆収穫物は協議会指定の乾燥施設に全量集荷。
◆ＪＡ倉庫から畜産農家へ直送。

②飼料用米の給与による家畜・畜産物への影響調査
（畜産物の成分分析を含む）
試験設計：配合飼料に約20％配合。

肥育牛に対して出荷までの90日間給与。
調査項目：牛肉の脂肪酸組成

③飼料用米を利用した畜産物の普及活動
◆飼料用米給与牛の試食検討会（関係者向け）
◆飼料用米給与牛の試食宣伝会（一般消費者向け）等

取組によってわかったこと

１．調製・保管・流通について、次のことがわかりました。

■生産現場において、食用品種との混入を防止するために
は、刈り取り時期を遅らせることが有効と思われます。
■一年を通じての供給となることから、夏場の保管管理の
徹底が必要だと思われます。例えば、カントリーエレベ
ータでの低温保管を行うことが有効だと思われました。
■低価格であることから、流通コストの低減が課題であり、
そのためには、カントリーエレベータを整備する必要が
あると思われました。
■配合や給餌での省力化を図るためには、飼料工場での製
造が可能となるようまとまった量の生産と利用の体制を
整える必要があると思われました。

2．家畜・畜産物への影響について、次のことがわかりました。

■家畜の嗜好性は良好であると感じられました。
■発育に差はありませんでした。
■食味試験を実施したところ、参加者からは、飼料用米給
与牛肉がおいしいとの意見が出されました。
■オレイン酸や不飽和脂肪酸の割合が高まる傾向は確認で
きませんでした。

3．普及活動について、次のことがわかりました。

■組合員への反響が大きく、認識が広まりました。飼料用
米を給与するという取組の意義（国産飼料であることや、
水田の維持ができること等）から、食味（おいしいとの
評価）に至る、全体の流れについても、非常に高い関心
を得ています。
■ＰＲ活動の中では、特に、一般消費者からの意見が参考
になりました。
たとえば、
・減反はもったいないので米をいろんな事に利用すべき。
・価格が難しい。
・特にインパクトを感じないのでアピールに工夫が必要
では。 など。

4．今後の飼料用米の取組予定などについて

■耕種側と畜産側の需給調整の前に畜産物を差別化した安
定的な流通体制の整備に莫大なエネルギーが必要である。
■配合飼料の代替として生産価格と購入価格について折り
合うことが不可能であり、生産物への経費転嫁ができる

熊本県 菊池地域飼料米利用推進会議
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までは経費助成が必要である。

■ＪＡのカントリーエレベータ改修により効率的な乾燥調
製、保管、流通が期待される。

菊池地域農協　米需給対策課　佐々　廣道
〃　　　　　　畜産課　谷山　恵介

飼料用米生産農家　　代表　佐々木良一
給与実証畜産農家　　代表　中野　正一
菊池振興局農業普及・振興課　浦田　保憲

参考データ・写真等

飼料用米給与牛の試食検討会（関係者向け）

飼料用米給与牛の試食宣伝会（一般消費者向け）等
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対象畜種

採卵鶏、肉用鶏

協議会構成員

畜産農家、耕種農家、全農おおいた、JAおおいたくに
さき西部地域本部、JAおおいた安心院町地域本部、JA
杵築市、大分県養鶏協会、（オブザーバー　市町村、各
地域水田農業改革推進協議会、県）

供試品種

クサホナミ　　25.7ha
ニシアオバ　　 3.5ha
タカナリ　　　　2.3ha
その他　　　 21.5ha

飼料用米生産面積

53.0ha

取組の概要

取組内容

①飼料用米の流通、保管、調製に係る実証調査

◆乾燥は生産者個人の施設や、民間のライスセンターで実施。
◆県養鶏協会、各水田協議会、県等が間に入り、畜産農家
における利用量の配分等の調整を実施。
◆畜産農家が運送会社を手配し、それぞれの保管施設へ運
搬。荷姿は１ｔフレコンが主体。
◆保管施設にて１年間分の使用量を保管し、その都度、配
合し給与。
②飼料用米の給与による家畜・畜産物への影響調査
（畜産物の成分分析を含む）

試験設計：①採卵鶏における産卵率調査

②肉用鶏における増体率調査

調査項目：①A養鶏場　給与羽数10,000羽　給与割合10％

B養鶏場　給与羽数12,000羽　同 上

C養鶏場　給与羽数　6,000羽　同　上

D養鶏場　給与羽数　1,800羽　給与割合5％

②E農　家　給与羽数　20羽　　　給与割合30%    

結　　果：①A養鶏場　産卵率91.6％　

B養鶏場　産卵率94.0％

C養鶏場　産卵率93.0％　

D養鶏場　産卵率93.3％

②E農　家　雌区　飼料用米給与区　18.4ｇ　対照区　19.0ｇ　

雄区　同上　　　　　　27.7ｇ　同上　　29.5ｇ

③飼料用米を利用した畜産物の普及活動
◆食卵の市場性調査
【調査対象200人　回答76名（回収率38％】
◆大分県産地鶏「豊のしゃも」の食味会
【調査対象：52名　回答38名（回収率73％】

取組によってわかったこと

１．調製・保管・流通について、次のことがわかりました。

■乾燥調製作業について
・飼料用米生産者22名のうち、16経営体が個人所有の乾
燥機、6経営体がライスセンターにて作業実施。
・籾による出荷のため、篩が詰まるという支障もあった。
■保管方法について
・保管施設は畜産農家が準備し、3農場が既存倉庫、１農
場が農協低温倉庫を賃貸借、１農場が専用サイロを新設
・飼料用米の保管施設は、１年間分の容量が必要なため、
新設の場合、相当な投資額となる。既存施設を活用する
場合でも、通常、畜産農家が米貯蔵庫を整備していない
ため、低温庫への改造が必要となる。
国産飼料用米の利用にあたっては、保管庫の確保が大き
な課題であると考えられる。
■流通方法について
・個人の乾燥調製施設から飼料用米保管施設までの輸送
は、畜産農家が手配した輸送業者により輸送した。また、
一部農協が集荷斡旋に協力した。
・県域流通を円滑に行うには、水稲農家と畜産農家の橋渡
しを行う所属団体の参画が不可欠である。

2．家畜・畜産物への影響について、次のことがわかりました。

■飼料用米給与区と対照区に、産卵率や増体率に大きな差
は認められなかった。
■ただし、生産者間によって品質（タンパク質含量等）に
差があるため、実際の給与にあたっては、適宜栄養成分
を把握し、配合割合を調整する必要がある。

大分県 大分県飼料用米利活用研究会
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3．普及活動について、次のことがわかりました。

◆食卵の市場性調査
■ほぼ全員が飼料用米の取組に賛同
■飼料用米を給与した卵の購入については、価格が高いと
の意見もあっ たが、回答者の9割が購入したい、とのこ
とだった。

◆大分県産地鶏「豊のしゃも」の食味会
■胸肉では給与区のほうが「おいしい」と回答したのが
52％、もも肉では37.5％だった。
■給与区は対照区に比べ、もも肉では「旨み」や「舌触り」
に、胸肉では「歯ごたえ」にも差がある、との回答。

4．今後の飼料用米の取組予定などについて

■平成21年度は県全体で250haを目標に作付推進中。
（8月末現在で217ha）
■生産量の大部分においてJA等の団体が参画しておらず、
相対取引となるため、行政が間に入り、取引条件の調整
を行い、マッチングを実施。
■来年度からは、他畜種での利用拡大も見込まれるため、
相対取引では限界となることが確実。単価の安い飼料用
米であるが、取引にはJA等団体の参画が不可欠であり、
今後、関係機関と調整し、円滑な流通体制整備を実施し
たい。

大分県養鶏協会　事務局　小野　博市

参考データ・写真等

大分県産地鶏「豊のしゃも」の食味会
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対象畜種

豚、鶏

協議会構成員

畜産農家、宮崎県内農業協同組合、南日本くみあい飼料
株式会社、宮崎県経済農業協同組合連合会、全国農業協
同組合連合会
（オブザーバー）
宮崎県、ＪＡ宮崎中央会、宮崎県水田営農対策協議会

供試品種

ホシアオバ　　50.0ha
北陸193号　 20.0ha
モミロマン　　 3.0ha

飼料用米生産面積

73.0ha

取組の概要

取組内容

①飼料用米の流通、保管、調製に係る実証調査

◆県内で生産された飼料用米（籾米）を稲作農家による自
家乾燥後、フレコンバッグに詰め、保管先である飼料工
場近くの低温倉庫までトラック輸送を行った。その後、
保管された籾米を籾摺り業者にて全量籾摺りを行い、玄
米にて低温保管を行った。
一部においては、生産された飼料用米を直接、畜産農

家まで輸送を行った。

②飼料用米の給与による家畜・畜産物への影響調査
（畜産物の成分分析を含む）
飼料用米の性状の違いによる嗜好性、発育成績への影

響について調査。
豚、ブロイラーについては県畜産試験場にて試験を実施。
採卵鶏については、県内採卵鶏農家にて試験を実施。
豚
試験設計：①肥育後期（体重70kg～110kg）に飼料

用米（玄米、玄米粉砕、籾圧ペン、籾粉砕）
を50％混合して給与。
②肥育後期（体重70kg～110kg）に飼料
用米（玄米粉砕及び籾粉砕）を10％混合
して給与。

調査項目：①発育成績：一日増体量、出荷日齢、
肥育期間、飼料摂取量、
飼料要求率

②枝肉成績：枝肉重量、上物率、背脂肪厚、
と体長、と体幅、背腰長、
ロース芯面積等

③肉　　質：肉色、脂肪色、保水性、
脂肪融点、剪断力価

採卵鶏
試験設計：配合飼料のトウモロコシ添加割合の50％を

飼料用米（籾）に置き換えて給与。（飼料全
体の30％混合。）。

調査項目：産卵率、卵重、卵黄色
ブロイラー
試験設計：配合飼料に10％及び20％の割合で籾、粉砕

籾を添加し給与。
調査項目：要求率、増体重、解体成績等

取組によってわかったこと

１．調製・保管・流通について、次のことがわかりました。

■当初、籾での給与を予定していたが、玄米での給与に計
画変更したので、籾摺り経費、それに係る入出庫料、横
持ち輸送経費等の費用が追加発生した。
■道幅、置き場スペース等の問題により大型車での輸送が
困難な状況があった。一元集荷を行うための一時保管が
可能な仮置き場の確保等が課題として残った。
■流通・保管・調整経費を削減していくにあたっては、飼
料用米を配合飼料原料の位置づけだけでなく、自給飼料
としての観点からも検討していく必要を感じた。

2．家畜・畜産物への影響について、次のことがわかりました。

豚
①肥育後期（体重70kg～110kg）に飼料用米を50％混合。

宮崎県 宮崎県飼料用米利用協議会
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■発育成績については、玄米、籾のいずれも粉砕したもの
が良好な結果であった。
■籾圧ペン、玄米は一部が未消化のまま糞中に排出されて
いた。
■籾圧ペン区に一部格落ちが見られたが、飼料用米給与に
よる枝肉成績への影響は少ないものと推察された。
■肉中の脂肪酸組成において、飼料用米給与区のオレイン
酸が有意に高くなり、リノール酸が有意に低くなった。
■対照区と玄米粉砕区を比較した食味試験では、玄米粉砕
区の方が良好な結果を示した。

②肥育後期（体重70kg～110kg）に飼料用米を10％混合。
■玄米粉砕、籾粉砕のいずれも10％混合で発育成績およ
び枝肉成績への影響は見られなかった。
■肉質については、いずれの項目も試験区間に差が見られ
なかった。
採卵鶏
■産卵率、卵重に影響は認めなかった。
■卵黄色の淡色化が認められた。
■未消化の籾が排泄された。
■籾殻が排泄されるため、糞量が多くなった。
■飼料用米配合飼料の嗜好性は従前の飼料と変わらなか
った。
ブロイラー
■添加割合は10％程度が適当と思われた。
■嗜好性は良好であった。
■米の吸収は良好であり、糞中に籾殻の破片を認めた。
■飼料用米添加量による肉色調の相関は認めなかった。

3．今後の飼料用米の取組予定などについて

今後も作付面積の拡大を図っていくこととしており、それ
に応じた飼料用米利用農家等とのマッチングを行っていく。

宮崎経済連飼料養鶏課

参考データ・写真等

飼料用米の鶏への給与試験

①レイヤーへの給与試験（経済連飼料養鶏課）
●試験および方法
●供試鶏 採卵鶏　489羽
●給与期間 平成20年9月上旬～40日間

515～555日齢
●給与飼料
「成鶏用17Ｔ」のトウモロコシ添加割合の50％を飼料用
米（籾）に置き換え成分調整（飼料用米は全体の30％と
なる）

●飼料用米の消化状況
・添加籾量に対し、約5.4％の籾が排泄された
・籾殻のみも排泄された

●まとめ（レイヤー）
・産卵率、卵重に影響は認めなかった
・卵黄色の淡色化が認められた
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・未消化の籾が排泄された
・籾殻が排泄されるため、糞量が多くなった

②ブロイラーへの給与試験（畜試川南）
●材料および方法
●供試鶏 ブロイラー　400羽
●給与期間 平成20年6月～8月

♂51日齢　♀56日齢
●給与飼料
市販配合飼料に10％、20％の割合で籾、粉砕籾を添加給与
●調査項目　要求率、増体重、解体成績等

●まとめ（ブロイラー）
・添加割合は10％程度が適当と思われた。
・嗜好性は良好であった。
・米の消化は良好であり、糞中に籾殻の破片を認めた。
・飼料用米添加量による肉色調の相関は認めなかった。

③みやざき地頭鶏への給与試験（畜試川南）
●試験および方法
●供試鶏 みやざき地頭鶏　144羽
●給与期間 平成20年11月～平成21年4月

♂120日齢　　♀150日齢
●給与飼料
市販配合飼料に10％、20％の割合で籾を添加給与
●調査項目　要求率、増体重、解体成績等
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●まとめ（みやざき地頭鶏）
・飼料用米（籾）20％添加でも増体は良好であった。
・8週齢以降、飼料用米の選び喰いをするため、配合飼
料の飛散が目立った。
・米の消化は良好であり、糞中に籾殻の破片を認めた。
・飼料用米添加量による肉色調の相関は認めなかった。

飼料用米給与が肥育豚の発育
および肉質に及ぼす影響について

畜産試験場川南支場養豚科
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●試験１まとめ
肥育後期（体重70kg～110kg）において、飼料用
米を50％混合して給与したところ
・発育成績については、玄米、籾のいずれも粉砕した
ものが良好な結果であった。
・籾圧ペン、玄米は一部が未消化のまま糞中に排出さ
れていた。
・籾圧ペン区に一部格落ちが見られたが、飼料用米給
与による枝肉成績への影響は少ないものと推察され
た。
・肉中の脂肪酸組成において、飼料用米給与区のオレ
イン酸が有意に高くなり、リノール酸が有意に低くな
った。
・対照区と玄米粉砕区を比較した食味試験では、玄米
粉砕区の方が良好な結果を示した。
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●試験2まとめ（現時点）
肥育後期（体重70kg～110kg）において、飼料用
米を10％混合して給与したところ
・玄米粉砕、籾粉砕のいずれも10％混合で発育成績
および枝肉成績への影響は見られなかった。
・肉質については、いずれの項目も試験区間に差が見
られなかった。
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対象畜種

豚

協議会構成員

畜産農家、伊佐農業協同組合、伊佐市、伊佐市水田農業
推進協議会、鹿児島県姶良・伊佐地域振興局農林水産部
大口支所、鹿児島県畜産協会

供試品種

タチアオバ　　1.0ha
ニシアオバ　　1.0ha

飼料用米生産面積

2.0ha

取組の概要

取組内容

①飼料用米の流通、保管、調製に係る実証調査

◆主食用米との区分を図るため、生産者は組織に限定した栽培。
◆収穫物はﾗｲｽｾﾝﾀｰ（RC）に全量集荷
◆RCから配合飼料工場までの移送は、飼料会社の手配によ
り確保し実施。

②飼料用米の給与による家畜・畜産物への影響調査
給与試験農家：２戸（黒豚放牧、白豚）

取組によってわかったこと

１．調製・保管・流通について、次のことがわかりました。

■工場までの移送は、破袋等の事故もなく実施できました。
■生産現場については、食用米への混入防止のための①ほ
場②コンバイン③乾燥施設④保管のそれぞれの段階での
区分が重要と思われます。
■低価格であることから、流通コストの低減が課題であり、
そのためには、一定量を確保する必要があると思われま
した。

2．家畜・畜産物への影響について、次のことがわかりました。

■嗜好性は良かったですが、発育に差はありませんでした。
しかし、脂肪質では、米給与豚の脂質が固めで色が白く
感じられるとの声がありました。

3．今後の飼料用米の取組予定などについて

■飼料用米普及のために必要なこと
1．適正な施肥基準の設定
収量および蛋白含量をあげるためには，窒素の多用が
必要だが、施肥過剰になると①倒伏②病害虫の発生③疾
病の発生につながるので、その限界値の設定が必要。
2．推進体制の整備
①飼料用米栽培と食用米栽培との所得差に見合う助成措置
②収穫後の流通加工（調整）体制の整備
3．食用米への混入防止
①ほ場　②コンバイン　③乾燥機　④籾摺り機

鹿児島県姶良・伊佐地域振興局農林水産部大口支所
杉山　　昇

鹿児島県 伊佐飼料用米利用組合

調査項目：①健康状態

②嗜好性

③肉質・脂肪質（色、しまり）

試験設計：
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参考データ・写真等

栽培状況 粉砕後

籾摺り乾燥後フレコン収納 給与状況

検討会の様子
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対象畜種

ブロイラー、採卵鶏、養豚

協議会構成員

住田フーズ株式会社、株式会社西日本ジェイエイ畜産、
宇都宮農業協同組合、静岡県経済農業協同組合連合会、
北日本くみあい飼料株式会社、全農物流株式会社、全国
農業協同組合連合会

供試品種

あさひの夢、あいちのかおり、コシヒカリ、彩のかがや
き、モミロマン（関東飼226号）他

飼料用米生産面積

173.0ha

取組の概要

取組内容

①飼料用米の流通、保管、調製に係る実証調査

調製
◆ＪＡが共乾施設（ＣＥ、ＲＣ等）で調製を行いました。
◆共乾施設を利用することのできない生産者は、自己の
保有する調製機により、あるいは機械利用組合等のミ
ニＲＣ等へ作業委託し、調製を行いました。
保管
◆農業倉庫および営業倉庫で保管しました。なお、具体
的な保管場所は、ＪＡおよび倉庫業者と協議・決定し
ました。
◆保管期間中の米穀の品質の低下を防止するため、低温
保管期間（集荷開始～10月下期）においては低温保
管を実施しました。

◆票せんの表示（フレコンの場合）、シールやラベルの
貼付（紙袋の場合）、保管場所の選定等により、主食
用米と区分し、別はい管理を徹底して保管しました。
流通
◆飼料工場への原料玄米搬入は「ばら」で行うことが必
要となることから、事前に農業倉庫から中継基地（営
業倉庫）への搬入を行いました。
◆その上で、飼料工場への原料搬入の直前に、中継基地
で個袋またはフレコンを解袋・ばら化し、原料搬入を
行いました。
◆一部数量（フレコン）については、中継基地を経由せ
ず、飼料工場へ直送しました。

②飼料用米の給与による家畜・畜産物への影響調査
１．ブロイラー
（1）試験設計

配合飼料に玄米粉砕品を40％配合。ブロイラーに
対して26～50日齢まで給与。

（2）調査項目
ア．飼料成分：一般成分、脂肪酸組成
イ．発育成績：体重、食下量、育成率
ウ．鶏肉質：ムネ肉とモモ肉の色調調査
エ．鶏肉成分：ムネ肉とモモ肉の一般成分、脂肪酸組成
オ．食味試験：ムネ肉の食味試験
2．採卵鶏
（1）試験設計　　　　　　　

配合飼料に玄米を50％配合。採卵鶏に対して33～
41週齢まで給与

（2）調査項目
ア．飼料成分
イ．産卵成績：産卵率、卵重、飼料摂取量、生存率
ウ．卵質：ハウユニット、卵殻強度、卵殻厚、卵黄色、
卵重量構成比率

エ．鶏卵成分：一般成分、脂肪酸組成
オ．食味試験：ゆで卵の食味試験
3．養豚
（1）試験設計

配合飼料に玄米粉砕品を50％配合。養豚に対して
120～180日齢まで給与。

（2）調査項目
ア．飼料成分
イ．発育成績：増体重、飼料摂取量、飼料要求率
ウ．枝肉成績：重量、背脂肪厚
エ．肉質：保水性、伸展率、ドリップ量、水分、
せん断力価、クロッキングロス

オ．肉成分分析：背脂肪の脂肪酸組成
カ．食味試験

全 国 全国ＪＡ飼料用米利活用協議会
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取組によってわかったこと

１．調製・保管・流通について、次のことがわかりました。

調製
■適正流通確保のため主食用米との区分に徹底して取組
みましたが、荷受け期間の調整、数量管理や主食用米
へのコンタミ防止のための清掃など、ＪＡの現場から
は作業負担が大きいとの意見が出されました。
■多収性の専用品種は粒が大きく、乾燥時間が主食用米
と異なるため、効率的な乾燥に向けた技術の習得・実
践が必要です。
■飼料用米生産者が個人調製を行った主な理由は、共乾
施設自体が近隣に設置されていないこと、取扱量が少
ないこと、飼料用米の品代金に比べて施設利用料金が
割高であると感じていることなどです。
保管
■需要者から毎月計画的に原料供給するよう要請があっ
たことから、保管期間が長期化し、保管料コストが増
大しました。
■適正流通確保のため主食用米等との別はい管理を徹底
した結果、保管スペースに余裕がなくなるため、ＪＡ
からは早期出庫を要請する声が出されました。
■ふるい下米や端量（包装量目に満たない重量）が発生
し、細かいはい管理が必要になったため、ＪＡからは
い区分を極力集約するよう要望が出されました。
運搬
■ＪＡや地域における取組数量が小さかったため、トラ
ックの積載可能重量に満たない重量での輸送、あるい
は複数の倉庫から積載を行うことが必要となり、運送
代金が割高となりました。
■飼料用米を原料として使用する工場が北・東日本地区
に集中したことから、輸送が広域輸送となり、運賃コ
ストがかかりました。
■取扱数量が小さいため、中継基地のサイロ施設利用に
よるバラ出荷対応ができず、出荷の直前に人手による
解袋・バラ化作業を余儀なくされ、その結果人件費コ
ストの増大につながりました。

2．家畜・畜産物への影響について、次のことがわかりました。

１．ブロイラー
（1）飼料成分：米配合区は、一般成分は対照区と変わ
りませんでしたが、脂肪酸組成はオレイン酸が約3％
増加、リノール酸が約3％減少しました。

（2）発育成績：米配合飼料は給餌ライン上のタンク内

3．普及活動について、次のことがわかりました。

③飼料用米を利用した畜産物の普及活動
1．ブロイラー
畜産物販売会社の職員で試食を行いました。

2．採卵鶏
地元スーパーで試験販売を行いました。試験販売の

ため価格は通常卵と同じにしました。
3．養豚

生協および畜産物販売会社で試食を行いました。

にブリッジが発生し円滑な給餌ができなかったため、
食下量は対照区の90％、出荷体重は対照区の98％で
した。育成率には差がありませんでした。

（3）鶏肉質：ムネ肉とモモ肉の色調は、米配合区が白
くなる傾向がありました。

（4）鶏肉成分：脂肪酸組成はムネ肉では良食味といわ
れるオレイン酸が増加しました。また、ムネ肉・モモ
肉ともにリノール酸が減少しました。一般成分は対照
区と差がありませんでした。

（5）食味試験：ムネ肉の食味試験の結果、顕著な食味
差は認められませんでした。
2．採卵鶏
（1）飼料成分：米配合区は、リノール酸および卵黄着
色剤を添加しました。
一般成分は対照区と変わりませんでしたが、脂肪酸

組成はオレイン酸が約2％増加しました。リノール酸
は約0.8％減少しました。

（2）産卵成績：産卵率、卵重、飼料摂取量、生存率と
もに差はありませんでした。

（3）卵質：ハウユニット、卵殻強度、卵殻厚、卵黄色、
卵重量構成比率ともに差はありませんでした。

（4）鶏卵成分：脂肪酸組成は良食味といわれるオレイ
ン酸が増加し、リノール酸が減少しました。一般成分
は対照区と差がありませんでした。

（5）食味試験：ゆで卵の食味試験の結果、顕著な食味
差は認められませんでした。

3．養豚
（1）飼料成分：米配合区は、一般成分は対照区と変わ
りませんでしたが、脂肪酸組成はオレイン酸が約4％
増加、リノール酸が約8％減少しました。

（2）発育成績：増体重、飼料摂取量、飼料要求率とも
に差は見られませんでした。

（3）枝肉成績：重量は差がありませんでしたが、背脂
肪厚は米配合区が10％程度厚くなる傾向がありまし
た。

（4）質：硬さを示すせん断力価は、米配合区が軟らか
い傾向がありました。

（5）肉成分分析：背脂肪の脂肪酸組成は、良食味とい
われるオレイン酸が増加し、リノール酸が減少しまし
た。

（6）食味試験：ロース肉の食味試験の結果、顕著な食
味差は認められませんでした。

1．ブロイラー
ムネ肉の試食の結果、総合で米配合区が対照区より

やや優れる評価を得ましたが、有意差は認められませ
んでした。
色調は、生の状態では米配合区が白いと評価されま

したが加熱後は差が認められませんでした。
2．採卵鶏

売行きも良好で、お客様から「販売はもう終わった
のか。」との声が販売各店舗から聞かれました。また、
見た目もよく、お客様からのクレームもありませんで
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した。
3．養豚

試食の結果、明確な差は認められませんでしたが、
米配合区の脂肪が甘い、との意見がありました。

4．今後の飼料用米の取組予定などについて

■飼料用米を安定的に生産するためには、主食用米と遜
色ない生産者手取りを確保するため、国の補助金によ
る長期的かつ安定的な支援が必要と考えます。
■一方、生産コスト・流通コスト削減など、耕種農家、
畜産農家、流通団体が努力することも必要と考えます。
■国内産飼料用米を、輸入穀物原料並に利用できるよう
に努力していきますので、ご協力のほどよろしくお願
いします。

全農米穀部事業対策課　金森　正幸
全農畜産総合対策部整備推進課　遠藤　雄士

参考データ・写真等

1．飼料用米の給与による家畜・畜産物への影響調査試
験設計

2．ブロイラーの試験結果
（1）発育成績　
○米配合区は、給餌ライン上のタンク内にブリッジが
頻発し、円滑な給餌ができなかった。
このため、出荷体重、食下量ともに対照区より小さ
い値となった。

（2）ブロイラーのムネ肉・モモ肉のオレイン酸含量
ムネ肉のオレイン酸が増加しました。

（3）ブロイラーのムネ肉・モモ肉のリノール酸含量
ムネ肉・モモ肉ともにリノール酸が減少しました。

（4）ブロイラーのムネ肉の色調

○米配合区のムネ肉(生)は白いと評価されました。

3．鶏卵の試験成績
（1）採卵成績　

米配合区と対照区の採卵成績に差は認められませ
んでした。
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（2）卵質　
米配合区と対照区の卵質に差は認められませんで

した。

（3）鶏卵のオレイン酸、リノール酸含量　
米配合区は、鶏卵中のオレイン酸が増加し、リノ

ール酸が減少しました。

（4）鶏卵のゆで卵
米配合区は、飼料に卵黄着色剤を添加したため、

卵黄色は変わりませんでした。

4．養豚の試験成績
（1）発育成績および枝肉成績発育成績は米配合区と対

照区に差は認められませんでした。
枝肉成績は、枝肉重に差はありませんでしたが、背
脂肪厚は米配合区が薄くなる傾向がありました。
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（2）肉質成績
硬さを示すせん断力価は米配合区の値が小さく、

やや軟らかい傾向がありました。
背脂肪の脂肪酸組成は、米配合区のオレイン酸が

増加し、リノール酸が減少しました。
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